
 

 

 

令和５年度 

 

 

事 業 報 告 書 

 

 

 

 

 

 

 



 
1 

 
令和５年度は、新型コロナウイルス感染症が、５月に２類から５類に移行し、徐々に日常を取

り戻した年でありました。「ふれあいサロン活動」や「子ども・地域食堂」「福祉座談会」をはじめ、

４年ぶりに再開した「学童っこのつどい」「地域リーダー合同研修会」「ふれあいサロン連絡会」

「校区社協会長会先進地区視察研修」など、従来からの活動に数多く取り組むことができました。 

令和５年度は、『第４次大牟田市地域福祉実践計画』の２年目にあたり、「不登校・ひきこもり

支援事業」や「市民サポーター養成事業」「成年後見活用講座」等の強化に注力しました。 

また５月に大牟田市・柳川市・みやま市・八女市の４市社会福祉協議会と福岡県社会福祉協

議会で「南筑後地区社会福祉協議会災害時相互支援協定」を締結しました。その直後の令和５

年７月豪雨災害では、「広川町災害ボランティアセンター」から運営支援の要請があり、約２カ月

間、本会職員の派遣を行いました。さらに令和６年３月には、ライオンズクラブ３３７-Ａ地区か

ら、災害資機材の寄贈を受けるなど、広域災害ボランティア活動が始動した一年でした。 

一方で、「コロナ特例貸付事業」「コロナ自宅療養者への食料・生活支援配送業務」や令和２年

７月豪雨災害被災者支援を行う「地域支え合いセンター運営」など、時宜に応じ、社会的な使命

を果たした一年でもありました。 

令和５年度の特記すべき事項は、以下のとおりとなります。 
 

【令和５年度の特記すべき事項や活動】 

① 不登校・ひきこもり支援に関する取組み 

令和４年６月に発足した「大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議」を中心に様々な事業を

展開してきました。「不登校・ひきこもりの人を持つ家族支援セミナー」や「進路相談会～全

日制だけが高校じゃない～」「不登校・ひきこもりの人を持つ家族のつどい」「スクールソー

シャルワーカーとの意見交換会」、「不登校・ひきこもり当事者やその家族の居場所づくり」

など、当事者やその家族の声に耳を傾けながら、伴走型支援に取り組みました。 

② 南筑後地区社会福祉協議会災害時相互支援協定締結 

「南筑後地区社会福祉協議会災害時相互支援協定」は、４市のいずれかの社会福祉協議会

に「災害ボランティアセンター設置」が自治体から要請された場合、準備段階から災害ボラ

ンティアセンタースタッフとして職員を相互に派遣し、初動から「開設時」「応急期」「復旧

期」そして「閉所時」に至る過程を、同じマニュアル・ルールに基づき、センターの運営に従

事できるようになることを目的として締結されました。 

また、この協定に基づき、福岡県共同募金会等の支援を受けて、総合福祉センター内に災

害時の消耗備品等を保管する「ストックヤード」を建設しました。 

③ 令和５年７月豪雨災害における広川町災害ボランティアセンター運営支援 

令和５年７月７日からの断続的な大雨災害により、福岡県内では、久留米市・那珂川市・朝

倉市・うきは市・広川町・東峰村で、「災害ボランティアセンター」が開設されました。広川町

社会福祉協議会としては、初めての「災害ボランティアセンター」開設だったため、本会は、

福岡県社会福祉協議会と連携し、「広川町災害ボランティアセンター」を応援することにな

りました。広川町災害ボランティアセンター開設前の７月１２日から支援にあたり、復旧の

目途が立った８月末までの３５日間、延べ８８名の職員を派遣しました。 

④ 地域リーダー合同研修会の開催 

コロナ禍により、令和２年度から３年間中止していた「地域リーダー合同研修会」を、４年ぶ

りに再開しました。校区コミュニティ連絡協議会、民生委員・児童委員協議会、校区社会福

祉協議会会長連絡協議会の三者が一堂に会し、次世代の地域活動実践者の発掘・育成に

主眼を置き、地域共生社会のあり方について、検討するとともに、今後の地域のネットワー

ク力向上に寄与できるよう、研修会を開催しました。 
 

各事業の実施状況については、基本目標ごとに報告いたします。 

令和５年度 大牟田市社会福祉協議会 事業報告 
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【基本目標１】 

一人ひとりが尊重され、安心して 

相談できる社会 

【基本目標２】 

健康的で、住み慣れた地域で暮らし

続けられる社会 

【基本目標３】 

誰もが多様なきっかけやつながりで

参加できる社会 

（１）包括的な相談支援体制の構築 

（２）権利擁護体制の充実 

（３）同じ立場や課題を経験した 

人同士の支え合い・居場所の充実 

（１）誰もが参加できる健康づくり・ 

疾病予防の推進 

（２）誰もが住み慣れた地域で暮らし 

続けるためのサービスの提供 

（３）福祉・介護人材の育成・確保 

（１）幅広い参加・就労機会の創出 

（２）社会参加を実現する 

アクセシビリティの向上 

（３）教育の充実・学習活動の促進 

（４）住まいの確保と生活支援の充実 
 

【基本目標４】 

新たな担い手が生まれる 

持続可能な社会 

（１）安心して暮らせる地域づくり 

（２）地域コミュニティの活性化と 

新しい「公」の担い手づくり 

基本理念 基本目標 施 策 

社会福祉協議会基盤強化計画 

１．人材（ヒト）の強化 

２．資金（カネ）の強化 

３．資材（モノ）の強化 

４．情報（ネットワーク）の強化 

これらの計画を遂行していくためには、「社会福祉協議会基盤強化計画」が必要です… 

 第４次大牟田市地域福祉実践計画の施策体系図 
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（１）包括的な相談支援体制の構築 

 ①生活困窮者自立支援事業（市受託事業） 

 ❶自立相談支援事業 

 （ⅰ）相談経路 

新規相談件数は３８４件。生活保護世帯９９件と合わせ

ると４８３件の相談があった。また継続相談として、年

間3,175件の相談対応を行った。新規相談者からの相

談経路は「本人」（６７％）、次に「専門機関・職」（1７％）、

「家族・親戚・知人」（1５％）、「民生委員など（1%）」と続

いている。 

本人からの相談は、例年同様高い割合で推移しているが、今年度は家族・親戚・知人から

の相談の割合が若干増加している。また、昨年度同様、関係機関との連携も継続できて

いる。 
  

 （ⅱ）年代及び相談内容 

年代別の割合は、１０～２０代からの相談が１４％、３０代

と６０代が１３％、４０代と５０代が１２％となっており、例

年と比較し大差はなく、幅広い世代から相談を受けてい

る。年齢を尋ねない情報提供や、電話による相談が多か

ったため、年代不明が２１％と増加している。 

稼働年齢世代については、多重債務やひきこもり等によ

る就職活動困難など様々な課題を抱えている。 
  

 （ⅲ）スクリーニング※結果 

スクリーニング結果は、「情報提供」が最多で４４％となっ

ている。特例貸付が令和４年９月で終了したため「専門機

関等へのつなぎ」が昨年度より約２0％減少している。貸

付に該当しないケースもその都度適切な情報を提供して

いる。 

今年度は、中長期的な支援が必要なケースが増え、支援

プラン作成件数も９３件で増加傾向となった。 
 

※スクリーニングとは、審査・選考・ふるい分けのこと。 
   

 （ⅳ）専門機関へのつなぎ先 

本会が実施している事業はもとより、グリーンコープによる家計改善支援での家計の見

直し、食料や日用品、家電などの生活物資の支援を行った。また、社会福祉法人地域公

益活動協議会のレスキュー事業等に加え、地域包括支援センターや障害者相談支援事業

所等の専門機関と連携を図りながら、今年度も幅広い支援を実施することができた。 

 

【基本目標１】 

一人ひとりが尊重され、安心して相談できる社会 

本人

67%

専門機関・職

17%

家族・親戚等

15%

民生委員など

1%

10～20代

14%

30代

13%

40代

12%

50代

12%

60代

13%

70代

10%

80代以上

5%

不明

21%

専門機関へのつなぎ

40%

情報提供

44%

プラン策定
16%
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つなぎ先については、以下のとおりである。 

つなぎ先 ※重複有り 件 数 つなぎ先 ※重複有り 件 数 

キャロットサービス ３件 市福祉課 ５件 

生活福祉資金 ３１件 福岡県社会福祉協議会 ２件 

市保護課 １２件 障害者相談支援事業所 ６件 

食料支援・日用品・家電等 ５１件 医療機関（無料低額診療） １件 

家計改善支援（グリーンコープ） ４４件 ボランティアセンター １件 

地域包括支援センター ３件 ひとり親サポートセンター ３件 

社会福祉法人地域公益活動協議会 ７件 ひきこもり支援ネットワーク会議 １件 

司法書士 ２件 住宅供給公社 １件 

不動産会社 ２件 その他 ２件 

合         計 １７７件 

  

 （ⅴ）相談窓口の周知 

全戸配布の「社協だより」、毎月発行の「事務局通信」及び生活支援相談室 Facebook、

Ｘ（旧 Twitter）を活用し、支援の様子などについて広く情報発信を行っている。 

また、面談に限らず電話やメールなど相談しやすい環境を整え、相談者の希望に応じる

方法での対応を継続している。 

さらに、民生委員・児童委員、母子寡婦福祉会等へ制度の説明を行うなど、今年度も生

活支援相談室の周知に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 （ⅵ）食料支援の充実等 

収入減や物価高騰・DV などの理由による生活困窮者への食料支援が急増した。中には

ライフラインがストップするなど、緊急性が高い相談者も見受けられた。今年度も「大牟

田市社会福祉法人地域公益活動協議会」「グリーンコープ生活協同組合ふくおか」及び

「フードバンクありあけ」等と連携し、食料や日用品の提供を行ってきた。さらに「カーブ

ス大牟田」「済生会大牟田病院」「JA ふくおか女性部」、その他個人からの協力もあり、支

援の輪が広がっている。 

  

 （ⅶ）専門機関との連携 

高齢・児童・障がいなどの専門機関や行政及びハローワークをはじめとした就労支援機

関など、様々な課題に応じた関係機関との連携を図っている。相談者の抱える生活課題

は、潜在化したものも含めると複合的であることが多いため、今後も新たな協力機関の

確保に努め、連携を図っていきたい。 

 

 

実 施 日 対 象 

７月１８日 大牟田市民生委員・児童委員協議会 研究・研修部会研修会 

９月２７日 大牟田市母子寡婦福祉会研修会 

２月１４日 あんしん介護相談員研修会 

２月２０日 大牟田市市営住宅管理人等研修会 
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 ❷住居確保給付金事業 

離職や事業の廃業により、住宅を喪失している、または喪失するおそれのある人を対象と

し、家賃相当額を支給することにより、住宅及び就労機会の確保に向けた支援を行ってい

る。今年度は昨年度までのコロナウイルス感染拡大の影響により収入減少している人を対

象とする要件緩和がなくなり、問合せの相談件数に比べて申請件数は大きく減少した。住

居確保給付金事業実施に際しては、「生活保護受給者等就労自立促進事業」を活用した就

労支援や自立相談支援における面談、また必要に応じて生活福祉資金貸付事業を併用し、

支援を行った。 

【住居確保給付金利用状況】                        

 

 

 
 

 ❸学習支援事業 

生活困窮世帯や不登校の小・中学生等を対象に、市内３ヵ所で

学習教室を開催している。学習教室では、学力向上を図るとと

もに、進学に関する相談を受けており、様々な情報提供の場と

なっている。今年度は、総合福祉センターでの学習支援を大牟

田市母子寡婦福祉会（以下「母子会」）へ委託し、母子・父子世帯

の子ども達も受け入れてきた。 

学習支援事業では、高校進学後の生徒も受け入れており、学習機会の提供や高校中退防

止のための相談業務にも対応している。加えて、保護者を対象に、進学する際の就学支援

資金制度説明会も実施した。 

さらには、学習支援事業の周知啓発のため、市内３ヵ所の近隣の小・中学校や主任児童委

員に対して、対象となる家庭への利用勧奨を依頼した。 

 

 （ⅰ）学習教室の開催 

■実施場所・曜日・時間  ※総合福祉センターでの学習支援は、母子会に委託。 

実 施 場 所 実 施 曜 日 ・ 時 間 

手鎌地区公民館 毎週木曜日 18:00～20:00（第５木曜日を除く） 

三川地区公民館 毎週木曜日 18:00～20:00（第５木曜日を除く） 

総合福祉センター 毎週火曜日 18:00～20:00 

 

■参加者・ボランティア                             （令和６年３月３１日現在） 

区　　　分 手鎌地区公民館 三川地区公民館 総合福祉センター 

登録者数 

（高校生） 

R５年度 ０名 ２名 ０名 

R４年度 １名 ２名 ６名 

登録者数 

(中学生) 

R５年度 ５名 １１名 ８名 

R４年度 ４名 ９名 １名 

登録者数 

(小学生) 

R５年度 １６名 ３名 ２名 

R４年度 １３名 １０名 ０名 

年間参加者数 延５７９名 延１４９名 延２７２名 

ボランティア数 
R５年度 ７名 ７名 １０名 

R４年度 ８名 ７名 ７名 

区  分 R３年度 R４年度 R５年度 

相談件数 ５８件 ３５件 ２２件 

申請件数 ４０件 １７件 ２件 

決定件数 ３５件 １１件 ２件 

学習支援（手鎌） 
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（ⅱ）夏季講習会の開催 

今年度は母子会と協働し、夏休みの思い出づくりも兼ねて各教室の子ども・ボランティ

ア等に呼びかけ、総合福祉センターで夏季講習会を実施した。 

開催日 ８月５日 

場 所 総合福祉センター 

参加者 小学生１９名、中学生１１名、高校生１名、ボランティア１４名  計４５名 

 

 

 

 

 

 

（ⅲ）学習支援事業ボランティア会議の開催 

 学習支援事業協力ボランティア、市福祉課、母子会、本会の４者で今年度の学習支援事

業の振り返りと次年度に向けての課題について、意見交換等を実施した。 

開催日 ３月２５日 

場 所 総合福祉センター 

参加者 学習支援ボランティア４名、市福祉課２名、母子会２名、本会３名  計１１名 

内 容 
①各会場の実施形態と雰囲気について 
②各会場の課題と今後の方向性について 
③来年度のスケジュールについて 

 

 ❹就労準備支援事業 

ひきこもり等の理由で就職活動や就労定着が難しいと思われる人に対し、①生活習慣形成

のための日常生活自立支援、②就労の前段として必要な社会的能力の習得のための社会

的自立支援、③一般就労のための基礎能力を身につける就労自立支援等、一人ひとりの

状況や段階に応じた支援を行った。 

 

 （ⅰ）相談内容 

相談件数は、延べ１４４名、４４７件。今年度の就労準備支援プログラム作成件数は８名９

件、就労準備状況チェックリスト作成は１件となった。ひきこもりの状態にある人や退職

後ブランクがある人などに対して、必要に応じて関係機関と連携しながら、一人ひとり

の能力や適性、就労意欲の状況等に合わせた支援を行った。 
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－ 6 －



 
6 

（ⅱ）夏季講習会の開催 

今年度は母子会と協働し、夏休みの思い出づくりも兼ねて各教室の子ども・ボランティ

ア等に呼びかけ、総合福祉センターで夏季講習会を実施した。 

開催日 ８月５日 

場 所 総合福祉センター 

参加者 小学生１９名、中学生１１名、高校生１名、ボランティア１４名  計４５名 

 

 

 

 

 

 

（ⅲ）学習支援事業ボランティア会議の開催 

 学習支援事業協力ボランティア、市福祉課、母子会、本会の４者で今年度の学習支援事

業の振り返りと次年度に向けての課題について、意見交換等を実施した。 

開催日 ３月２５日 

場 所 総合福祉センター 

参加者 学習支援ボランティア４名、市福祉課２名、母子会２名、本会３名  計１１名 

内 容 
①各会場の実施形態と雰囲気について 
②各会場の課題と今後の方向性について 
③来年度のスケジュールについて 

 

 ❹就労準備支援事業 

ひきこもり等の理由で就職活動や就労定着が難しいと思われる人に対し、①生活習慣形成

のための日常生活自立支援、②就労の前段として必要な社会的能力の習得のための社会

的自立支援、③一般就労のための基礎能力を身につける就労自立支援等、一人ひとりの

状況や段階に応じた支援を行った。 

 

 （ⅰ）相談内容 

相談件数は、延べ１４４名、４４７件。今年度の就労準備支援プログラム作成件数は８名９

件、就労準備状況チェックリスト作成は１件となった。ひきこもりの状態にある人や退職

後ブランクがある人などに対して、必要に応じて関係機関と連携しながら、一人ひとり

の能力や適性、就労意欲の状況等に合わせた支援を行った。 

 

 

 

 

 

課題学習  レクリエーション  オリエンテーション  

 
7 

 （ⅱ）就労体験 

ひきこもりの状態にある人や退職後ブランクがある人に対

して、本会が実施するデイサービスでの軽易な就労体験や

軽作業（印刷、掃除、製本、名刺作成など）に従事してもら

い、その労働の一部を報酬（５００円～1,０００円）として支

給した。この就労体験は、働くことに喜びを感じてもらい、

仕事に対する自信をつけることを目的に実施している。就

労準備作業プログラムを作成し、作業を行った件数は、延べ４６名、１６３回となった。 

また、障害者就労支援機関とも連携し、就労体験も延べ２名、１７回となった。 
 

 （ⅲ）就労セミナー 

就労支援の現状は、特に若い世代において、働ける力があっても、家族以外の人と繋が

っていない状況や自己主張ができない、またはやりたいことが見つからない等の課題が

見えてきた。そのことを踏まえ、「就労セミナー」を開催し、基調講演や当事者の体験談を

語るシンポジウムを通して、具体的な就労の意義について知ってもらうとともに、就労支

援相談窓口の周知啓発を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅳ）専門機関との連携 

ひきこもりの支援や何らかの障がいの疑いがある人などの支援のため、障害者就業・生

活支援センターや障害者就労移行支援事業所、筑後若者サポートステーション、ハローワ

ークのナビゲーター等と連携し、アセスメントを通して本人や家族支援を含めたアプロー

チを行った。 

また、高齢者、障がい者、若者等のそれぞれの分野で就労支援を実施している機関が、

就労体験先の相互協力及びスキルアップを目的とした「おおむた就労支援ネットワーク

会議」に参画している。 （P３７参照） 

開催日 １２月２０日 

場  所 イオンモール大牟田 イオンホール 

参加者 ３７名 

内  容 

【第１部】 基調講演「はたらくって何？～はたらくことから見えるもの～」 

≪講師≫  

認定ＮＰＯ法人 抱樸 社会福祉法人設立準備室長 中間 あやみさん 

【第２部】 シンポジウム「はたらくまでの道のり～みんなの一歩」 

≪シンポジスト≫  
筑後若者サポートステーション 

総括コーディネーター 藤井 幸恵さん及び当事者           
大牟田市社会福祉協議会 職員、当事者 

≪コーディネーター≫ 
認定ＮＰＯ法人 抱樸 社会福祉法人設立準備室長 中間 あやみさん 

就労体験  

基調講演 シンポジウム  
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 ❺一時生活支援事業 

家賃滞納等の理由により住居を持たない人、DV 被害から逃れ居場所がない人、ネットカ

フェや車に寝泊まりし、住居形態が不安定な人等に対し、一定期間、宿泊場所を提供し、生

活基盤を整えたうえで住宅の確保や求職活動の支援を行った。また、必要に応じて、食料・

日用品等の支援も併せて実施した。 

【利用件数】 

宿 泊 先 世 帯 数 延べ宿泊日数 

ホ テ ル １２世帯 12５泊 

シェルター １４世帯 ５１３泊 

 

 

 ②生活福祉資金貸付事業（県社協受託事業） 

❶生活福祉資金貸付事業 

低所得者、高齢者及び障がい者等の世帯に対して、生業、住宅、災害、福祉、就学、緊急小

口、離職者等の各種資金の貸付相談の受付を行い、資金の種類によっては民生委員の協

力を得ながら、借受世帯の自立に向けた指導、支援を行った。 

 

【生活福祉資金受付等実績】 

区   分 相談件数 貸付決定件数 
延滞利子支払 
免除申請件数 

償還猶予 
申請件数 

R５年度 １６０件 ５５件 ０件 １件 

昨年度比 49.8％ １９.６％ （昨年度２件） （昨年度６件） 

 

【生活福祉資金貸付状況】                                 （単位：千円） 

                                          ※特例コロナ関連 

区  分 
R３年度 R４年度 R５年度 

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

総合支援資金 ０ 0 0 0 2 400 

福 祉 費 2 275 4 2,770 5 1,107 

福 祉 費 
（生活保護世帯） 

１１ 847 12 1,037 10 944 

緊 急 小 口 6 560 10 952 13 1,202 

教育支援資金 15 9,857 15 11,192 20 12,887 

教育支援資金 
（生活保護世帯） 

6 2,581 1 289 5 2,741 

緊急小口 
（災害） 

1 200 0 0 0 0 

緊急小口 
（※特例） 

382 73,650 115 22,270 0 0 

総合支援資金 
（※特例） 

397 200,090 123 62,250 0 0 

総合支援資金 
延長（※特例） 

92 49,150 0 0 0 0 

総合支援資金 
再貸付（※特例） 

289 153,790 0 0 0 0 

合 計 1,201 491,000 280 100,760 55 19,281 
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 ❷特例貸付世帯フォローアップ事業 

コロナ特例貸付を受けた後も生活困窮状態が続いている世帯に対して、自立相談支援事

業へとつなぐためのアプローチを行った。 

特例貸付借受世帯への相談援助 

生活困窮者自立支援機関として相談対応を行う中で、必
要に応じて家計相談をはじめとする他機関と連携し、課題
解決に向けた支援を９２７件実施した。 

特例貸付借受人へのアプローチ 

特例貸付全借受人１,３４６名（死亡や行方不明等除く）に対
し、現状の生活実態を把握するため、個別郵送によるアン
ケート調査を実施した。 
また、アンケートにて相談支援を希望された１１１名に対し、
生活支援相談室から個別アプローチを実施し、償還免除・償
還猶予申請の支援をはじめ、自立相談支援や家計改善支援
及び就労支援等の継続的な支援を行った。 

 

 

 ③各種相談事業 

 ❶行政書士相談 

毎月第３水曜日に行政書士による相談会を実施し、家庭、離婚、金銭貸借、財産相続、事故

等の相談に親身になって対応し、内容によっては無料弁護士相談や関係機関へ橋渡しをし

た。今年度の相談件数は１５件であった。 
   

 ❷福祉サービス苦情解決相談 

福祉サービス等の利用における様々な問題について、当事者間で解決できない場合は、

「第三者委員会」を設置し、その解決を図ることとしている。 

今年度は、相談依頼はなく開催していない。 

  

 

 

（2）権利擁護体制の充実 

①大牟田市権利擁護センター運営事業 

認知症、知的障がい、精神障がいなどにより、判断能力が不十分な人が地域で安心して暮

らせるよう、成年後見センター運営事業及び日常生活自立支援事業を一体的に展開すること

を目的に「大牟田市権利擁護センター」を運営し、以下の事業を実施した。 
 

 ❶成年後見センター事業（市受託事業） 

大牟田市成年後見センター（以下「センター」）は、認知症、知的障がい、精神障がいなどの

理由により、判断能力が不十分な人々の権利を擁護し、支援するための法制度である「成

年後見制度」の利用促進を図るとともに、事業協力者である市民後見人の養成・活用を行

うことで、被後見人等が地域でその人らしく安心して暮らせるよう支援することを目的に

センター運営事業を実施した。 

加えて、今年度は、成年後見制度の円滑的な利用促進を図ることなどを目的に中核機関と

して、後見人候補者について受任者選定の調整及び家庭裁判所より個人受任した市民後

見人に対する法人後見等監督人業務を実施した。 
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 （ⅰ）成年後見制度の利用や権利擁護に関する相談・助言及び対応 

センターの初回相談者数は１３０件（実人数）。 

相談対象者、相談経路、相談内容等別の傾向としては、

昨年度と大差ない結果となっており、「相談対象者」と

して圧倒的に高齢者が多く、「相談者」は親族と専門職

関係が多くを占めている。 

また、初回相談数のうち、初回のみで終結４１件、継続

支援８９件で、継続支援の延べ回数は１９０回となった。 

 
 

 （ⅱ）市民後見人の養成・登録 

成年後見活用講座 

より多くの人が成年後見制度を学び、活用できるようになることで、地域社
会における権利擁護の推進を図る。 

６月１３日～６月２７日 毎週火曜日（全３回） 
７月 ７日～７月２１日 毎週金曜日（全３回） 

総合福祉センター 

受講生１６名・修了生１４名 
 

市民後見人実務養成講座 

地域社会における権利擁護の推進を図るために、市民後見人登録申請及び
活動を前提とした人材を養成する。 

９月１日～１０月１３日  毎週金曜日（全７回） 

総合福祉センター 

受講生４名、修了生４名 
 

市民後見人実務者講座 

市民後見人登録者の資質の向上と次年度の登録更新における必須の更新研
修として開催。 

１月１７日  

目   的 

開催日 

会   場 

参加者 

目   的 

開催日 

会   場 

参加者 

目   的 

開催日 

会   場 総合福祉センター 

参加者 市民後見人３５名 

 

 （ⅲ）市民後見人活用による法人後見受任及び市民後見人活動の支援 

今年度は新たに１１件法人受任し、財産管理や市民後見人による訪問等の支援を行った。 

法人後見受任 

総 受 任 件 数 １２９件(後見９５、保佐２６、補助８) 

実 働 件 数 ５６件(後見３４、保佐１６、補助６) 

死 亡 件 数 ７３件(後見６１、保佐１０、補助２) 

今年度終了件数 １０件(後見１０、保佐０、補助０) 

 

市民後見人活動 

活動件数 ３６件 

活動人数 ２６名（登録者４１名） 

 
 

相談対象者 区分別 

高齢者
59%知的障がい

8%

精神障がい
14%

不明
19%
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１月１７日  

目   的 

開催日 

会   場 

参加者 

目   的 

開催日 

会   場 

参加者 

目   的 

開催日 

会   場 総合福祉センター 

参加者 市民後見人３５名 

 

 （ⅲ）市民後見人活用による法人後見受任及び市民後見人活動の支援 

今年度は新たに１１件法人受任し、財産管理や市民後見人による訪問等の支援を行った。 

法人後見受任 

総 受 任 件 数 １２９件(後見９５、保佐２６、補助８) 

実 働 件 数 ５６件(後見３４、保佐１６、補助６) 

死 亡 件 数 ７３件(後見６１、保佐１０、補助２) 

今年度終了件数 １０件(後見１０、保佐０、補助０) 

 

市民後見人活動 

活動件数 ３６件 

活動人数 ２６名（登録者４１名） 

 
 

相談対象者 区分別 

高齢者
59%知的障がい

8%

精神障がい
14%

不明
19%
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 （ⅳ）成年後見制度や権利擁護に関する啓発 

 ■出前講座 

  成年後見制度の周知啓発を目的とした出前講座を下記のとおり実施した。 

実 施 日 対  象  者 参加者 

６月２１日 大牟田市民生委員・児童委員協議会 研究・研修部会 １８名 

７月２４日 勝立ふれあい学級 １４名 

９月２０日 生活支援コーディネーター １３名 

１０月１２日 三池包括エリア内居宅介護支援事業所 (ZOOM) ２５名 

１２月 ２日 大牟田中央校区合同研修会 ３５名 

１２月１４日 あんしん介護相談員 １３名 

２月 ６日 特別支援学校保護者会 ２０名 
 

■視察対応 

実 施 日 対  象  者  参加者 

１０月 ３日 柳川市社会福祉協議会 ３名 
 

■成年後見啓発フォーラム 

実施日 １２月５日 

会 場 イオンモール大牟田 イオンホール 

参加者 ７７名 

内 容 

いつかやろうは……もうおそい！～安心できる将来のために～  
【第１部】基調講演「これから先の準備と心構え～私のこと・親のこと～」 

講師 九州大谷短期大学准教授 中島 航さん 
【第２部】 ➀講義「成年後見制度の今」  

講師 弁護士 中尾 哲郎さん 
②講義「相続登記の義務化と成年後見」 

           講師 大牟田市成年後見センター長 竹本 安伸 
 

 （ⅴ）成年後見制度や権利擁護の関係機関との連携 

 ■事務局として開催 

運営管理委員会 後見センター事業の適正な運営を管理・監督を目的として年３回開催 

執務管理部会 
センターに登録した市民後見人の活動が円滑に実施されるよう監督・

指導・助言することを目的として、年１０回開催  

受任検討委員会 
市民後見人の活用を前提に法人受任することの協議を目的として

必要に応じて開催（今年度は１０回開催） 

後見人等候補者選定調

整委員会 

中核機関の事業として、後見人等候補者について受任者選定の調

整を行うことを目的として必要に応じて開催（今年度は７回開催） 

成年後見事務連絡会 
成年後見制度の円滑な運用を図るため各関係機関が集まり、事務

手続きを中心に情報共有を目的として年１回開催 
  

■委員または構成メンバーとして出席 

大牟田市権利擁護連絡会 
権利擁護に関わる支援者間での情報共有及び連携を図ることを

目的に年４回出席 
    

 （ⅵ）中核機関としての法人後見等監督人事業 

 市民後見人個人受任及び後見等監督人業務に関する打合せや研修を行った。 

今年度１件の申立てに対し、市民後見人の直接の成年後見人選任及び社会福祉協議会

の後見監督人選任についての審判が３月２６日に下りた。 

今後、市民後見人へ引き継ぎ、監督人業務を開始する。 

－ 11 －
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❷日常生活自立支援事業（県社協受託事業） 

認知症・知的障がい・精神障がい者で判断能力が不十分なために、福祉サービスの利用や

金銭管理等に不安のある人に対して、利用者との契約に基づき、日常的な金銭管理を行

った。 

今年度は延べ１,６６６件の支援を行った。新規契約者数は１６名、解約者数は１１名となり、

利用者数は増加傾向にある。また、生活保護受給者の新規利用者数は１１名となり、全契

約者数のうち生活保護受給者が５８名で約７割を占めている。 

利用者の内訳を見ると認知症の利用者数が４２名で、全体の利用者数の約５割を占めて

いるが、精神障がい者の利用も年々増加しており、この傾向は今後も続くと思われる。 

本事業に協力いただく生活支援員の養成として、キャロットサービス及びファミリーサポ

ートセンターと合同で、１１月に「市民サポーター養成講座」を実施した。今年度は新たに２

名の登録があった。 

また、生活支援員の資質向上を目的に３月に「生活支援員研修」を実施した。 

 

【日常生活自立支援事業実績】                        （令和６年３月３１日現在） 

   ※（ ）内は生活保護受給者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 利用者数 新規契約者 延べ利用件数 生活支援員 

R５年度 ８１名（５８名） １６名（１１名） 
1,６６６件 

（1,１８２件） 
４２名 

R４年度 ７６名（５４名） １１名（９名） 
1,7５５件 

（1,３１５件） 
４４名 

前年比 １０６.６％ １４５.５％ 9４.９％ 9５.５％ 

日常生活自立支援事業利用者の推移 利用者（契約者）種別の推移 

市民サポーター養成講座 

（名） （名） 

生活支援員研修 
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❸死後事務の検討 

日常生活自立支援事業の利用者で、身寄りのいない人や親族と疎遠になっている人を対

象に、本人死亡後の事務（葬儀、火葬、納骨等）を親族の代わりに行うための「死後事務」に

ついて先進地社協への視察を実施した。 

実実  施施  日日 視視  察察  先先 主主  なな  内内  容容 

１０月 ２日 荒尾市社会福祉協議会 ・対象者の範囲   ・死後事務の内容 

・費用（預託金）   ・専門職との連携 

・人員体制      ・予算       など 

１１月 １日 大野城市社会福祉協議会 

２月 ７日 福岡市社会福祉協議会 

 

 

（３）同じ立場や課題を経験した人同士の支え合い・居場所の充実 

 ①ふれあいサロン活動支援 

高齢者や子育て中の人たちが、気軽に・無理なく・楽しく・自由に集える地域の居場所であ

る「ふれあいサロン活動」は、コロナが５類となり、徐々にサロン活動も活発化してきた。その

ため、各サロンが自立的な活動が出来るように様々な支援を行った。サロン活動の様々な支

援の内容については、以下のとおりである。 
 

■ふれあいサロン登録数                                   （単位：ヵ所） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

137 136 135 136 136 136 136 136 137 138 1４０ 13７ 

 

❶サロン立上げ及び活動支援 

新規の立上げ支援や活動支援など、年間計２４ヵ所のサロン訪問を行った。今年度は、新規

サロン６ヵ所のうち４ヵ所が「子どもまたは子どもを含む地域住民」が対象となるサロンと

なり、子育て中の人の居場所として増えつつある。不登校の児童に着目し、子どもの居場

所を重視する地域も増えており、高齢者と子どもの関わりの場にもなっている。また、校

区単位の代表者会議に参加し、活動内容の把握や意見交換を行った。その他、各地区の生

活支援コーディネーターと情報共有し、サロンの支援に努めた。 

 

❷登録サロンへの訪問及びボランティア派遣 

登録サロンの自立的活動を促すためにも、レクリエーション用具の貸出しやボランティア派

遣を１６件依頼するなどの支援を行った。年２回開催する「ふれあいサロン連絡会」の中で

紹介した「口腔ケアの講話」や「よかば～い体操」にも訪問指導の依頼が寄せられ、活動内

容に悩んでいる代表者へのヒントにもなり、参加者からも大変喜ばれた。 
  

■ボランティア派遣数                                      （単位：件） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

０ １ １ ０ ２ ２ ２ ３ ０ １ １ ３ 

 
 

－ 13 －
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❸ふれあいサロン連絡会の開催 

今年度は、６月と３月に「ふれあいサロン連絡会」を開催した。内容については、以下のとお

りである。 

【第１回ふれあいサロン連絡会】 

 

【第２回ふれあいサロン連絡会】 

実 施 日 ３月６日 

実施場所 大牟田文化会館 小ホール 

実施内容 

・健康長寿ダイアリーなどの紹介 

・講義「いきいきと自分らしく健康寿命をのばすために」 

   講師：保健師 吉原 郁子さん 

・よかば～い体操（健康づくり課） 

・事務連絡（サロン保険） 

参加者数 
登録サロンの代表者他１５２名、校区社協会長１１名、 

地域包括支援センター・生活支援コーディネーター７名、福祉課３名 

共 催 大牟田市保健福祉部 健康づくり課 

 

❹サロン活動支援金の交付 

今年度は、１３５ヵ所のサロンへ活動支援金を交付した。新型コロナが５類となったことで、

日帰り旅行や食事会などの活動が見られるようになった。 

 

❺生きがい対策・フレイル予防等の教室 

フレイルとは、高齢になるにつれ身体や心のはたらき、社会的なつながりが弱くなった状

態のことである。そのまま放置すると、要介護状態になる可能性があるため、フレイル予防

の一つとして、ふれあいサロンでタブレットを用いた「脳トレ」や「体操」、「口腔ケア」などを

取り入れてもらった。 

 

❻レクリエーション用具の貸出 

サロン活動の活発化に加え、「第１回ふれあいサロン連絡会」で、サロン用具の一部紹介や

パンフレットを配布したことで、様々なレクリエーションに関心を持たれたサロンも多く、用

具の貸出が増え、年間７７件の貸出となった。 

実施日時 
６月９日  ※ブロック別に３回に分けて実施 

（A）10：30～11：30 （B）13：00～14：00 （C）14：30～15：30 

実施場所 イオンモール大牟田 イオンホール 

実施内容 

・生涯学習メニューブック紹介 

・講義 「口からはじめる私の健康」  

講師：口腔管理推進室有明地区 歯科衛生士 井上 了子さん 

・サロン用具紹介 

・事務連絡（サロン保険・ボランティア依頼・活動支援金説明） 

・ふれあいサロン活動支援金の交付 

参加者数 
登録サロンの代表者１１５名、校区社協会長６名、 

地域包括支援センター・生活支援コーディネーター１２名 

協 力 口腔管理推進室有明地区 

－ 14 －
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■レクリエーション用具の貸出件数                             （単位：件） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

４ ４ ４ ４ ６ ７ ９ ７ ４ ８ １０ １０ 

 

【貸出レクリエーション用具一覧】 

１ スキヤキ・ジャンケン １３ スポーツ吹き矢 ２４ てん鳥ルーレット 

２ 唱歌カルタ １４ コミュニケーション麻雀 ２５ ボッチャ 

３ 開運お手玉ボード １５ ボールボードゲーム ２６ ころころダーツ 

４ 羽根っこゲーム干支セトラ １６ 友･遊 ボウリング ２７ スルットカーリング 

５ 将棋（小） １７ スカットボールⅡ ２８ マグネット吹き矢 

６ 囲碁（小） １８ ゲームレール ２９ 安全ソフトダーツ 
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 ②ひきこもり支援プロジェクト   

孤立防止や地域とのつながりの再構築等、ひきこもりに特化した初期相談窓口を生活支

援相談室に開設し、ひきこもりの状態にある本人や家族からの電話・来所等による相談に応

じ、伴走型支援を行うとともに、以下のような事業を実施した。 
  

❶大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議 

不登校・ひきこもりの人及びその家族を支援する関係機

関・団体等が、それぞれの持ちうる機能やネットワークを

共有し、不登校・ひきこもり問題を抱える人を支援するこ

とを目的とした「大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議」

を以下のとおり開催した。 

 

【大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議開催状況】 

回 開催日 内        容 

第１回 ４月２８日 
① ひきこもり支援プロジェクト及びこれまでの経過について 
② 令和５年度ひきこもり支援ネットワーク会議スケジュール

（案）について 

第２回 ８月２５日 

① ひきこもり支援セミナーの開催について 
② 進路相談会の開催について 
③ スクールソーシャルワーカーとの意見交換会について 
④ 先進地視察について 

第３回 １０月１７日 
① 不登校・ひきこもりの人を持つ家族の会（仮称）立上げにつ 

いて 
② ひきこもりサポーター養成について 

第４回 ２月２１日 
① 令和６年度事業計画（案）について 
② 令和６年度収支予算（案）について 

 

ひきこもり支援ネットワーク会議 

－ 15 －
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【大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議構成団体】 

 

❷不登校・ひきこもりの人を持つ家族への支援 

不登校・ひきこもりの人を持つ家族を対象に、ひきこもりへの理解を深めるための学習会

の開催や家族同士がざっくばらんに悩みを話し合い、体験談を語りながら意見交換、情報

交換など行い、親睦を図ることを目的とした「不登校・ひきこもりの人を持つ家族のつどい」

を総合福祉センターで、以下のとおり開催した。 

開催日 参加者数 開催日 参加者数 

６月２３日 ６家族７名 １２月 ８日 ３家族４名 

７月２８日 ７家族８名 １月１２日 ５家族８名 

９月 ８日 ７家族８名 ２月 ９日 ４家族６名 

１０月１３日 ６家族７名 ３月 ８日 ６家族８名 

１１月１０日 ８家族９名  

 

❸不登校・ひきこもりの人支援セミナーの開催 

不登校・ひきこもり支援に関心のある市民を対象に、不登校・ひきこもり支援の基礎知識を

学び、理解することを目的とした「不登校・ひきこもりの人支援セミナー」を以下のとおり開

催した。 

開 催 日 １０月３日 

実施場所 総合福祉センター 

実施内容 

「不登校・ひきこもりの基本的理解とその支援」 

 講師 教育文化研究所   

代表 長阿彌 幹生 さん  

参加者数 ５８名 

 

❹進路相談会の開催 

ほとんどの人の認識では、「高校」といえば「全日制高校」もしくは「定時制高校」だと思わ

れるが、その他にも「単位制高校」「通信制高校」などがあり、その中には不登校経験者や発

達障害の方が多数を占める高校もある。それぞれが自分に合った方法で学び、「高校」を卒

業している。また、「全日制高校」に進学したものの、学校生活になじめず中退を選択せざ

るを得ない子どもたちも少なからずいることから、高校進学・高校生活に不安を抱く人を

対象に、「進路相談会～全日制じゃない高校ってどんなとこ？～」を次のとおり開催した。 

１ 
大牟田学校に行かない子を持つ親の会
「ふきのとう」 

７ 
大牟田市社会福祉法人 

地域公益活動協議会 

２ 「８０５０問題」学習会実行委員会 ８ 大牟田市民生委員・児童委員協議会 

３ 子ども家庭支援センター「あまぎやま」 ９ 大牟田市教育委員会 指導室 

４ OMUTA BRIDGE（大牟田ブリッジ） １０ 大牟田市保健福祉部 福祉課 

５ 大牟田市障害者協議会 １１ 大牟田市社会福祉協議会 

６ 筑後若者サポートステーション ※令和６年３月３１日現在 

不登校・ひきこもりの家族のつどい 

不登校・ひきこもりの人支援セミナー 

－ 16 －
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開 催 日 １０月１５日 

実施場所 総合福祉センター 

実施内容 
【第１部】各学校紹介（参加８校） 

【第２部】個別相談会（相談件数１８件） 

参 加 校 

三池工業高校（定時制）、大牟田北高等学校、 

柳川高等学校、明蓬館高等学校、 

立花高等学校、星槎国際高等学校、 

勇志国際高等学校、通信制サポート校ソフィア 

参加者数 ８８名 

 

❺スクールソーシャルワーカーとの意見交換会 

ひきこもり支援ネットワーク会議メンバーが、大牟田市における不登校児童・生徒の実態や

スクールソーシャルワーカーの役割及びひきこもり支援ネットワーク会議の活動について

意見交換会を以下のとおり実施した。 

開 催 日 １０月１７日 

実施場所 総合福祉センター 

実施内容 
➀「大牟田市における子どもたちを取り巻く現状について」 

②意見交換・質疑応答 

参 加 者 
大牟田市スクールソーシャルワーカー 高口 恵美さん、井上 由紀さん 

大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議メンバー ８名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別相談会 

学校紹介 
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（１）誰もが参加できる健康づくり・疾病予防の推進 

 ①ふれあいサロン活動支援（P１３～１５参照） 

 

 ②介護予防・相談センター（市受託事業） 

中央地区地域包括支援センターのサブセンターとして、介護予防の普及・啓発を目的とし

た地域住民の健康増進に努めた。また、介護に関する各種相談や事業対象者及び要支援１・２

に認定された高齢者への介護予防ケアプラン等を作成し、関係機関、サービス提供事業所と

連携し、生活支援を行った。 
  
【各年度事業実績】 

事 業 名 R１年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 

介護予防・ 

相談センター 

収入（円） 4,208,780 4,131,530 4,236,740 4,337,750 3,927,730 

件数（件） 469 441 472 494 369 
 
 

【中央地区地域包括支援センター事業等への協力】 
事 業 内 容 開 催 場 所 

絵本教室 白光中学校、松原中学校 

脳の健康チェック 瓦町公民館 

ほっと安心ネットワーク模擬訓練会議 地域交流センターゆずりは 

 

 

 （２）誰もが住み慣れた地域で暮らし続けるためのサービスの提供 

 ①生活福祉資金貸付事業（P８参照） 

 

 ②住民参加型在宅福祉サービス（おおむたキャロットサービス） 

❶おおむたキャロットサービス会員の登録・活動の調整 

日常生活において、公的サービスでは対応できない生活課題を抱えている一人暮らし高齢

者等に対し、市民サポーターとして登録をしている協力会員が、在宅生活を支えるため、有

償の生活支援サービスを行った。 

今年度は、利用会員、協力会員共に会員数

が減少し、活動件数は昨年度より減った。

協力会員の中には、登録料を納めながら

も、活動内容や居住地域によっては活動に

結びつかない場合もあるため、もっと気軽

に登録ができるよう、協力会員の登録料を

廃止した。 

 

 

 

【基本目標２】 

健康的で、住み慣れた地域で暮らし続けられる社会 

0
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■会員の登録   

   

■活動の種類                                          

 

❷おおむたキャロットサービス協力会員の養成講座及び研修会の実施 

（ⅰ）おおむたキャロットサービス協力会員養成講座の実施 

キャロットサービスの事業が安定的・継続的に行える

よう、提供体制を充実するために、協力会員の養成に

取り組んだ。昨年度同様、キャロットサービス協力会

員だけでなく、同じボランティア精神に支えられた日

常生活自立支援事業の生活支援員とファミリー・サポ

ート・センター事業の協力会員の養成を「市民サポータ

ー養成講座」として合同で行った。合同で行うことで、他事業の活動希望者にもキャロッ

トサービスの取組みを紹介することができ、新たな登録にもつながった。講座の周知に

ついては、SNS の利用等、周知先を広げてはいるが、受講申し込みは減少傾向にあり、

今年度の登録者は４人であった。今後も、幅広い年齢層が参加しやすい講座を目指して

いきたい。 
 

【市民サポーター養成講座】                   ◎はキャロットサービス対象 

回 実施日 内       容 参加者 

第１回 １１月 １日 
◎「ボランティアについて」 

講師：筑紫女学園大学 心理・社会福祉コース 
 教授 山﨑 安則さん 

１４名 

第２回 １１月 ８日 
◎「大牟田市社会福祉協議会の活動概要について」 

講師：社協職員 
１１名 

第３回 １１月１０日 

◎「傾聴」について 
講師：社協職員 

◎「活動時の倫理観について」 
講師：大牟田市相談支援包括化推進員 竹下 一樹さん 

９名 

第４回 １１月１５日 
◎「心肺蘇生と AED の使い方」 

講師：日赤救急法指導員 久篠 美佳さん 
１３名 

第５回 １１月１７日 

◎「対象者について（高齢者、認知症、知的・精神障がい）」 
講師：小規模多機能施設くぶき 施設長 大野 哲也さん 

社会福祉法人あけぼの会 障害者支援施設有明ホーム  

管理者 井芹 貴久さん 

９名 

第６回 １１月２２日 
◎「介護保険・後見制度について」 「市民サポーターとして支援する範囲」 

講師：社協職員 
９名 

第７回 １１月２４日 
◎「子どもの発達と遊びについて」 

講師：社協職員 
９名 

区 分 
R４年度 

登録者数 

Ｒ５年度登録者数 
昨年度比 

新規登録者数 退会者数 計 

利用会員 １１１名 ３２名 ５４名 ８９名 ２２名減  80％ 

協力会員 ４１名 ４名 ９名 ３６名 ５名減  88％ 

合 計 １５２名 ３６名 ６３名 １２５名 ２７名減  82％ 

家事支援 
買物 薬受取 

通院外出 
付添 

見守り 話し相手 草とり ゴミ出し 
その他 

掃除 
洗濯 

食事作り 
修繕 
など 

その他 
産前 
産後 

722 29 402 18 110 0 126 38 125 10 153 0 

市民サポーター養成講座 

 （単位：件） 
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第８回 １２月 １日 
「簡単子どものおやつ作り」 

講師：食育インストラクター 堺 婦小与さん 
９名 

第９回 １２月 ６日 
援助中の子どもの安全について 

講師：社協職員 
１４名 

第１０回 １２月 ８日 

今どきの子育て・孫育て 
講師：帝京大学福岡医療技術学部看護学科 

教授 椎葉 美千代さん 
１４名 

                

（ⅱ）協力会員交流研修会の実施 

協力会員に対して、日頃の活動に役立つ内容をテーマに、３回の研修会を実施した。 

【協力会員交流研修会】 

 

❸おおむたキャロットサービス協力会員向け会報紙の発行 

「キャロット通信」を年間３回（７月、１２月、３月）発行し、キャロットサービスの情報・現状等

を協力会員に伝えた。 

 

 ❹サブリーダーとの協働 

  協力会員の中から、利用会員の初回訪問や活動の際の面談等を事務局と活動を共にする

サブリーダーを３名配置している。年３回（９月、１月、３月）サブリーダー会議を行い、生活

支援の動向や活動に関する意見交換を行った。今年度のサブリーダー活動件数は１４回。 

 

 

③ 生活困窮者レスキュー事業 

大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会（市内２７社会福祉法人加盟）と連携しながら、

制度の狭間や生活困窮者の生活課題等の解決に向け、地域のセーフティネットの役割を果

たすため、食料・日用品支援、つなぎ資金の貸付、ゴミ屋敷と呼ばれる家（以下「ゴミ屋敷」）

の清掃活動等の事業に取り組んだ。 

令和３年１０月から大牟田市より委託を受けた「新型コロナ感染症陽性者及び濃厚接触者な

どの自宅療養者に対する生活物資提供業務」も「５類」への移行とともに、令和５年５月８日

をもって、終了した。 

今年度は、コロナ禍によって休止していたゴミ屋敷の清掃活動などを再開するなど、コロナ

禍前のように、制度の狭間となるような様々な支援を展開した。加えて、今年度は、７月豪

雨災害等によって設置された「広川町災害ボランティアセンター」の後方支援（災害資機材

等の提供）を行った。 

実施日 実 施 内 容 参加者 

１０月１８日 

・「高齢者の理解と関わり方について～外出同行時の注意点～」 
・グループワーク「活動中楽しかったこと、よかったこと」 

講師：社協職員 
１３名 

１２月１８日 

・「心のケア アサーション」 
講師：一般社団法人コミュニティ・カウンセラー・ネットワーク 
    代表理事 田中 純さん 

１５名 

３月 ５日 

・「認知症～寄り添い～について」 
・意見交換「地域の様子を知り、キャロットサービスのこれからを考える」 

講師：大牟田市認知症地域支援推進員 浦 幸寛さん 

１６名 
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❶日用品・食料支援  

■日用品支援 

生活保護受給等や貸付金が出るまでのつなぎとして、紙オムツ、ミルク、トイレットペー
パー、洗面用具等の日用品の支援を実施した。 

 
月  別 ４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分 

日用品提供 １６件 ９件 ４件 １０件 ６件 2 件 

月  別 １０月分 １１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分 合 計 

日用品提供 １件 ７件 ３件 ０件 ８件 １件 ６７件 

■食料支援 

生活保護受給等や貸付金が出るまでのつなぎとして食料支援を実施した。 

月  別 ４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分 

食材提供 

（生保世帯） 

１６件 ２０件 ２件 １４件 ７件 ８件 

２２８食 ２７８食 ３８食 ２５２食 １５８食 １５８食 

グリーンコープ等 

（一般世帯） 

４９件 ４３件 ３７件 ３８件 ２８件 ５０件 

１,３８６食 １,０４４食 ８３６食 １,１２８食 ８０６食 １,２３６食 

合  計 
６５件 ６３件 ３９件 ５２件 ３５件 ５８件 

１,６１４食 １,３２２食 ８７４食 １,３８０食 ９６４食 １,３９４食 

月  別 １０月分 １１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分 合 計 

食材提供 

（生保世帯） 

６件 １２件 ７件 ８件 ３件 １３件 １１６件 

８２食 １４２食 ８８食 １４６食 ３４食 １３６食 １,７４０食 

グリーンコープ等 

（一般世帯） 

３８件 ４２件 ４０件 ３３件 ３３件 ２６件 ４５７件 

８３４食 １,０１０食 １,２２２食 ７８６食 ８９２食 ７５０食 １１,９３０食 

合  計 
４４件 ５４件 ４７件 ４１件 ３６件 ３９件 ５７３件 

９１６食 １,１５２食 １,３１０食 ９３２食 ９２６食 ８８６食 １３,６７０食 

     ※１件あたり、概ね４日程度の食材提供（米、缶詰、レトルト食品、インスタント食品等）。 

       １回の食料支援で提供元が混在する場合があるため、支援件数には重複する部分が含まれる。 

 

❷つなぎ資金貸付 

生活保護受給等や貸付金が出るまでのつなぎ資金の貸付支援を実施した。 
 

NO       つなぎ資金貸付使途 貸付金 貸付残額 備 考 

1 携帯代・生活費貸付（給与までのつなぎ資金） ７,０００円 ７,０００円 滞納 

2 携帯代・生活費貸付（給与までのつなぎ資金） ５０,０００円 ４４,０００円 返済中 

3 生活福祉資金（エアコン代）までのつなぎ資金 １１１,０００円 ０円 完済 

4 生活福祉資金（エアコン代）までのつなぎ資金 １１８,６５５円 ０円 完済 

5 生活福祉資金（エアコン代）までのつなぎ資金 ７８,８７０円 ０円 完済 

6 後見人就任手続き費用貸付（年金までのつなぎ資金） ２０,０００円 ０円 完済 

7 生活福祉資金（エアコン代）までのつなぎ資金 ９５,０００円 ０円 完済 

8 生活福祉資金（エアコン代）までのつなぎ資金 ８５,０００円 ０円 完済 

9 宿泊費・電車代貸付（給与までのつなぎ資金） ７,０００円 ７,０００円 滞納 

10 車輌燃料費貸付（給与までのつなぎ資金） ５,０００円 ０円 完済 

               合     計 ５７７,５２５円 ５８,０００円  
 
 

【月別貸付件数】 
 

月  別 ４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分 

つなぎ資金貸付 ０件 ０件 １件 ５件 ２件 １件 

月  別 １０月分 １１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分 合 計 

つなぎ資金貸付 １件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 １０件 
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❸ゴミ屋敷の清掃活動 

生活困窮者世帯で、生活をリセットしたい人や福祉サービ

スを受けたい人等を対象に、社協内の「生活支援相談室」

でアセスメントし、大牟田市社会福祉法人地域公益活動協

議会で可否を判断し、今年度は、高取校区と吉野校区の２

件を実施した。また、ゴミ屋敷清掃の後方支援（ゴミ袋・手

袋・消毒液・マスク・清掃用具・コンテナ等の貸出・支給）として１件、吉野校区で実施した。 

 

 （ⅰ） 高取校区 ７月２６日～２７日（２日間）   〔参加者〕 １０名 

 （ⅱ） 吉野校区 ３月１２日（１日間）         〔参加者〕 ２５名 

 

❹新型コロナウイルス感染症自宅療養者等への生活物資提供業務（市受託事業） 

大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会は、令和３年１０月１日より、「大牟田市新型コ

ロナウイルス感染症自宅療養者等生活物資提供業務」の委託契約を大牟田市と締結して

いた。令和５年５月８日に「５類」へ移行されたことにより、委託契約も終了した。実施期間

は、約１年７ヵ月となった。 

本事業を通じて、市内の個人や民間事業所（九州車輛・ニコニコのり・済生会大牟田病院・

甘木山学園等）から、マスク・食料品・お菓子や飲料水等の寄贈を受けた。大牟田市から指

定された自宅療養者への食料・生活用品パッケージ以外にも、ベビー用品（紙オムツ・粉ミ

ルク他）や子ども用お菓子、アレルギー対応食品などを大牟田市社会福祉法人地域公益活

動協議会負担で提供した。 

 

【大牟田市新型コロナウイルス感染症自宅療養者等生活物資提供実績】        

区　分 世 帯 数 配 達 数（箱） 子どもお菓子（袋） 配送対応者 

令和３年度 ３２０世帯 １,０８４人 ４９５人  ６５４人 

令和４年度 2,２６９世帯 ６,１９６人 2,６６８人 4,５５２人 

令和５年度 ４世帯 ８人 １２人 ４２人 

合 計 2,５９３世帯 7,２８８人 3,１７５人 5,２４８人 

    ※「配達数」は１人１箱、「子どもお菓子」は１人１袋を提供。 

 

❺令和５年７月豪雨災害に伴う広川町災害ボランティアセンター後方支援 

令和５年７月６日より降り続いた大雨により、久留米市を中心とする一帯が広範囲に被災

した。大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会は、「広川町災害ボランティアセンター」

に対し、様々な災害資機材や土嚢袋等の被災地支援物資を提供するなどの後方支援を行

った。 
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訪問介護事業（ホームヘルプ）実績 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

１年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

18,242

19,386
17,847 18,288 17,469 

訪問入浴事業（入浴サービス）実績 
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居宅介護支援事業（ケアプラン）実績 
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通所介護事業（ふれあい処えいる）実績 
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④介護保険事業 

❶介護保険事業の実施 
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【令和５年度介護保険事業の総括】 
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護度の高い利用者が入院・入所やご逝去されたことが要因である。 

■通所介護(デイサービス)事業では昨年度実績より、延利用件数は４０６件減、収入面は５,４
８５千円減となった。これは、新規利用者の受け入れを行ったものの、介護度の高い利用者
が入院・入所により利用回数が減少したことが要因である。 

 
※４事業合計として、昨年度実績と比較すると９,６８２千円の収入減となった。 

千円 千円 
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居宅サービス事業（同行援護・ホームヘルプ）実績 
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【各年度事業実績】 

区 分 R１年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 

訪問介護 

サービス 

収入（円） 18,242,393 19,386,816 17,847,167 18,288,646 17,469,182 

件数（件） 5,915 6,136 5,582 5,745 5,508 

訪問入浴 

サービス 

収入（円） 5,965,084 3,275,650 3,830,675 3,983,5０6 2,577,760 

件数（件） 456 250 287 293 193 

居宅介護 
支援事業 

収入（円） 13,551,380 13,825,640 16,184,590 15,806,930 13,834,440 

件数（件） 1,359 1,284 1,335 1,027 1,048 

通所介護 

サービス 

収入（円） 23,325,703 23,４８１,５５０ 25,４７３,７９０ 21,５７０,５７１ 16,085,100 

件数（件） 2,964 2,913 3,105 2,535 2,129 

合 計 
収入（円） 61,084,560 ５９,９６９,６５６ 6３,３３６,２２2 59,6４９,６５3 49,966,482 

件数（件） 10,694 10,583 10,309 9,600 8,878 

  ※令和４年度は、コロナ禍における物価高騰等による事業継続応援金２１０,０００円、事故対応特別費用保険金４８９,３２１円含む。 

 

❷「在宅介護者の会」の活動支援 

在宅介護者に対する情報提供、相互交流を目的とする「在宅介護者の会」の事務局を担い、

様々な活動支援を行った。 

 

 

 

 

 

⑤障がい福祉サービス事業 

❶障害者自立支援サービス事業 

障害区分認定を受けた在宅の障がい者に対して、居宅サービス（視覚障害者同行援護）及

び訪問入浴（入浴車による訪問入浴）、の２事業を実施し、在宅生活を支援した。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和５年度障害者自立支援サービス事業の総括】 
 

■令和４年度から休止していた居宅サービス事業（ホームヘルプ）及び福祉有償運送事業
については、７月に廃止した。また、同様に居宅サービス事業（同行援護）についても、介
護人材不足や同事業実施事業者の増加、さらには利用者減少が要因となり、令和５年
度をもって終了した。 

■障害者入浴サービス事業では昨年度実績より、延べ利用件数は６７件増、収入面は１,１
４８千円増収となった。これは昨年度と比べ利用者が１名増え、利用回数が増えたこと
が要因である。 

       
 ※２事業合計として、昨年度実績と比較すると３,２３８千円の収入減となった。 

■大牟田市在宅介護者の会「げんきかい」…会員数１４名 

 【目 的】在宅介護者が本音で語り合い、交流することを通じて、仲間づくりを行うとともに「介護」

にかかる課題を解決していくことを目的に実施。 

 【定例会】毎月第４火曜日実施（おしゃべり会を中心に、学習会、レクリエーション等） 

       今年度は１１回開催し、うち１回はリフレッシュ事業（日帰り温泉旅行）として実施した。 

千円 
千円 
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【各年度事業実績】 

区 分 R１年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 

障害者居宅 
サービス 

収入（円） 12,733,010 11,521,400 9,213,530 6,365,470 1,979,090 

件数（件） 1,810 1,639 1,294 888 ２６１ 

障害者入浴 
サービス 

収入（円） 1,320,000 1,748,000 1,040,000 1,170,000 2,318,400 

件数（件） 132 184 110 117 1８４ 

合 計 
収入（円） 14,053,010 13,269,400 10,253,530 7,535,470 4,297,490 

件数（件） 1,942 1,823 1,404 1,005 ４４５ 

  

⑥ 車椅子貸出事業 

在宅の高齢者・障がい（児）者等に対して、日常生活の便宜や外出の促進、介護者の負担軽

減のために、延べ１４１名に車椅子の無償貸出を行った。 

 

 

（３）誰もが住み慣れた地域で安心して子育てできるサービスの提供 

①歴木保育所の運営 

今年度も、保育方針に基づいて、健常児と障がい児の統合保育、食育の推進等、健全な保

育運営を行った。様々な感染症に気をつけながら、毎日の生活の中での子ども達の成長と保

護者に寄り添うことの出来る保育環境づくりに努めた。 

【四半期ごとの園児数】                                         

区 分 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計 

６月 ９名 １６名 １９名 ２１名 ２１名 ２２名 １０８名 

９月 ９名 １６名 ２０名 ２１名 ２１名 ２２名 １０９名 

１２月 １２名 １６名 １９名 ２２名 ２０名 ２２名 １１１名 

３月 １６名 １６名 １９名 ２２名 ２０名 ２２名 １１５名  

【主な行事】 

実 施 日 行 事 内 容 実 施 日 行 事 内 容 

４月 １日 入園・進級式 １０月２５日 保育祭り（年長児） 

６月２６日 田植え体験 １０月３１日 稲刈り 

７月１５-１６日 お泊り保育（年長児） １２月 １日 餅つき 

７月２２-２３日 大蛇山練り歩き・ちびっこ総踊り １２月１７日 クリスマス会 

８月２７日 保護者会主催バザー ２月１６日 卒園旅行 

 １０月 ７日 運動会 ３月２０日 卒園式・リズム修了式 

 

■お泊り保育（年長児） 

ここ数年、新型コロナウイルス感染予防対策で、日帰りで

開催していた、年長児お泊り保育。今年度は１泊２日の宿泊

型に戻して、日頃の保育では経験できない活動を行った。

日中は、みんなで近所のスーパーへ食材の買い物へ行き、

夕食のカレーライス、サラダを自分達で協力して作った。夕

食後は、グループによる出し物披露、花火観覧等を行い、３

年ぶりのお泊り保育となった。親元を離れて過ごした経験

は、子ども達にとって自信となり、心に残る１日となった。 

お泊り保育

調理の様子
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■大蛇山練り歩き・ちびっこ総踊り（夏祭り） 

３年ぶりに手作りの大蛇山を引き、保育所周辺を練り歩い

た。大牟田の夏の風物詩である「大蛇山」。子ども達は暑い

中、「よいさ～よいやさ～」の掛け声を、地域の方々へ元気

に届けることが出来た。翌日は、年長・年中組が「ちびっこ

総踊り」に参加し、炭坑節や大蛇山ばやしを元気いっぱいに

踊った。 

 

■運動会 

日頃の保育で培った力を園庭の大舞台で堂々と披露する

ことが出来た。最後の運動会となった年長児クラスの子ど

も達が、「諦めずに頑張ったら、絶対に出来るようになる

事」を、全身で表現し、会場に感動を与えた。閉会式で園長

先生からかけてもらった金メダルが、子ども達の胸で輝い

ていた。 
  

■保育祭り（年長児） 

 大牟田市保育連盟主催による「保育祭り」が、諏訪公園で開

催され、市内の他園の子ども達とふれあい、玉入れ、綱引

き、ボール運び等の様々な競技に参加した。最終プログラ

ムの「園対抗リレー」では、子ども達の力強い走りに会場は

熱い声援で盛り上がった。 
 

■卒園旅行 

熊本市動植物園へ卒園旅行に出かけた。動物と触れあい、

遊具に乗って、満喫した１日を過ごすことが出来た。子ども

達にとって保育園生活最後の楽しい思い出となった。 

 

■卒園式・リズム修了式 

卒園式では、一人ひとりが卒園証書を受け取り、２２名の子

ども達が巣立っていった。リズム修了式では、０歳児からリ

ズム運動を経験し、積み上げてきた姿を発表できた。 

 

❶「地域の子どもは地域で育てる」の考えをもとにした幅広い子育て支援 

様々な家庭環境で生活をしている子ども達に対し、保育所で安全な保育を提供するとと

もに、保護者に対しても、子育てに関する相談支援を行った。保護者との個別面談におい

ては、子育て相談や、育児に対する不安やストレスの軽減を図り、専門機関（児童相談所、

市、教育機関等）と連携を取りながら保護者のサポートを様々な方向から継続的に行うこ

とで、保護者も子どもも、安心して過ごすことが出来るように努めた。 

大蛇山練り歩き

保育祭り 

卒園旅行

リズム修了式

運動会

－ 26 －



 
26 

■大蛇山練り歩き・ちびっこ総踊り（夏祭り） 

３年ぶりに手作りの大蛇山を引き、保育所周辺を練り歩い

た。大牟田の夏の風物詩である「大蛇山」。子ども達は暑い

中、「よいさ～よいやさ～」の掛け声を、地域の方々へ元気

に届けることが出来た。翌日は、年長・年中組が「ちびっこ

総踊り」に参加し、炭坑節や大蛇山ばやしを元気いっぱいに

踊った。 

 

■運動会 

日頃の保育で培った力を園庭の大舞台で堂々と披露する

ことが出来た。最後の運動会となった年長児クラスの子ど

も達が、「諦めずに頑張ったら、絶対に出来るようになる

事」を、全身で表現し、会場に感動を与えた。閉会式で園長

先生からかけてもらった金メダルが、子ども達の胸で輝い

ていた。 
  

■保育祭り（年長児） 

 大牟田市保育連盟主催による「保育祭り」が、諏訪公園で開

催され、市内の他園の子ども達とふれあい、玉入れ、綱引

き、ボール運び等の様々な競技に参加した。最終プログラ

ムの「園対抗リレー」では、子ども達の力強い走りに会場は

熱い声援で盛り上がった。 
 

■卒園旅行 

熊本市動植物園へ卒園旅行に出かけた。動物と触れあい、

遊具に乗って、満喫した１日を過ごすことが出来た。子ども

達にとって保育園生活最後の楽しい思い出となった。 

 

■卒園式・リズム修了式 

卒園式では、一人ひとりが卒園証書を受け取り、２２名の子

ども達が巣立っていった。リズム修了式では、０歳児からリ

ズム運動を経験し、積み上げてきた姿を発表できた。 

 

❶「地域の子どもは地域で育てる」の考えをもとにした幅広い子育て支援 

様々な家庭環境で生活をしている子ども達に対し、保育所で安全な保育を提供するとと

もに、保護者に対しても、子育てに関する相談支援を行った。保護者との個別面談におい

ては、子育て相談や、育児に対する不安やストレスの軽減を図り、専門機関（児童相談所、

市、教育機関等）と連携を取りながら保護者のサポートを様々な方向から継続的に行うこ

とで、保護者も子どもも、安心して過ごすことが出来るように努めた。 

大蛇山練り歩き

保育祭り 

卒園旅行

リズム修了式

運動会

 
27 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷無（減）農薬野菜など安心・安全な食材の提供と 

「田植え」「稲刈り」「餅つき」「味噌作り」などの体験を通した食育 

給食においては、安全で旬の食材を使用して、栄養バランスの良い食事や手作りおやつを

心掛け、またアレルギー食やきざみ食（喉に詰まる事故防

止）等の対応も行い、医師の指示書に従い、保護者と密に

連携を取り、安全な給食を提供した。自分たちで育て収穫

した野菜でのクッキング、毎日の給食に使う「味噌づくり」

体験等、「食」に関心が持てるような活動を積極的に取り

入れた。また、年長児が行う「田植え」「稲刈り」で収穫した
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のびのび育てくぬぎっ子  

餅つき

救急救命研修  

－ 27 －
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② 放課後児童健全育成事業（市受託事業） 

❶学童保育所運営（三池・高取・白川【第１】・白川【第２】・大牟田中央） 

放課後児童対策として、昼間児童の養育ができない家庭などの児童に対して、適切な遊び

と生活の場を提供した。 

子ども達が安全に過ごせるよう、学校・家庭・地域との関係づくりに努めながら、各学童保

育所・クラブでは、季節の行事をはじめ、野菜作りや避難訓練・防犯学習などに取り組んだ。

また、三池学童保育所においては、待機児童の早期解消のため、１支援単位から２支援単

位へ変更が予定されていることから、施設整備が始まり、８月末より三池小学校の特別教

室で児童預かりを行った。  

 

■学童保育所・クラブ児童数                         （令和６年３月３１日現在） 

  ※大牟田中央のみ学童クラブ 

 

❷預かり時間延長の実施 

令和５年４月から全市的に学童保育所の預かり時間が１９時まで延長され、本会において

は、それに先駆け、２ヵ月前より試験的に取組みを実施したため、スムーズに移行すること

ができた。支援員の勤務体制を調整し、１８時以降の児童の過ごし方について、支援員同

士で情報共有しながら、預かり保育が必要な保護者のニーズに対応した。 

 

❸交流行事『学童っ子のつどい』 の開催 

徐々に例年の行事等が再開される中で、１０月２８日に、４年ぶ

りに交流行事『学童っ子のつどい』を開催し、２００名を超える

参加があった。他学童との混合チームを作り、諏訪公園イベント

広場内を散策しながら、「ホールインワン」「お手玉ビンゴ」「キャ

ッチできるかな」など５つのゲームコーナーやクイズコーナーを

各所に設け、スタンプラリーを実施した。子ども達は、保護者や

兄弟姉妹などと一緒に楽しい一日を過ごすことが出来た。 

 

❹支援員の研修受講 

毎月行っている支援員会議において、運営状況報告・事例検討

をはじめ、救急救命講習や衛生管理講習を実施した。 

また、放課後児童支援員認定研修や支援員等資質向上研修を

受講し、支援員のスキルアップを図ったほか、オンラインで開催

された「全国学童保育指導員学校」や、レクリエーション活動に

おける安全管理や実践を学ぶ「福岡県プレイリーダー研修」にも

参加した。 

 

 

学童名 三 池 高 取 白 川【第 1】 白 川【第 2】 大牟田中央 合 計 

児童数 ４２名 ２５名 ３２名 名３５ 名４１ １７５名

学童っ子のつどい 

救急救命講習 

－ 28 －
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【主な研修内容】 

実 施 日 内 容 参加者

６月１０日 令和５年度福岡県放課後児童支援員等資質向上研修(全２回) ３名 

６月１１日 第４８回全国学童保育指導員学校（オンライン開催） ２名 

６月２３日 令和５年度福岡県プレイリーダー研修２級 １名 

９月 ４日 令和５年度福岡県放課後児童支援員認定資格研修会(全４回) １名 

１０月１０日 救急救命講習会（心肺蘇生法とＡＥＤの使用） ２３名 

２月２５日 第４１回福岡県保育研究集会 １名 

 

【合同会議】 

実 施 日 内 容 参加者

４月１８日 令和５年度の各学童行事計画、１７時以降の過ごし方 １１名 

５月 ９日 食中毒予防の衛生講習 １１名 

６月１３日 事例検討会、行事再開について １１名 

７月１１日 個人懇談会報告、台風等閉所時の緊急連絡体制検討 ９名 

９月１２日 夏休みの状況報告 １１名 

１０月１０日 感染症予防対策、インボイス制度について １２名 

 １１月１４日 事例検討会、年賀状作成 １１名 

１２月１２日 冬休みの予定、令和６年度入所申し込みについて １２名 

 １月１６日 冬休みの報告、入所説明会資料内容確認 １２名 

２月１３日 入所説明会について、１９時閉所について報告 １２名 

 ３月 ５日 令和５年度の課題と反省 １０名 

 
❺学童だよりの発行 

各学童より、毎月お便りを発行し、保護者に学童での様子や行事の予定等の情報提供を行

った。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

③ 大牟田市ファミリー・サポート・センター事業（市受託事業） 

子育ての手伝いをしたい人（協力・相互会員）と子育ての手助けをしてほしい人（利用会員）

との相互援助活動（コーディネート）を行うとともに、協力・相互会員養成講座の実施や交流

会を行った。また、様々な機会を通じて事業の周知啓発に努めた。 

 

大牟田中央学童
「きらきら」

白川学童「ともだち」 三池学童「ほほえみ」 高取学童「あそぼ」

－ 29 －
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❶会員の登録及び活動 

小学校や保育所への迎え等の定期的な送迎や利用会員の外出時の子どもの預かりを行い、

年間を通じて安心安全に支援を行うことができた。また、相談内容や利用会員の状況に応

じて、関係機関等との情報共有を行った。  

 

❷ファミリー・サポ―ト・センター協力会員養成講座の実施 

協力会員養成講座を２回開催し、サポート体制の整備に努めた。

１回目は、ファミリー・サポート・センター協力会員とキャロットサ

ービス協力会員、日常生活自立支援事業の生活支援員の養成

を「市民サポーター養成講座」として合同開催した。２回目は、

「子育てサポーター養成講座」として、つどいの広場の子育てサ

ポーターの養成も兼ねて合同開催した。 
  

■市民サポーター養成講座（全６回）   

  詳細については、P１９～２０参照 
  

■子育てサポーター養成講座 

実施日（回数） 内   容 新規登録者数 

２月１日～２月１６日（全５回） 子育てサポーター養成講座 
協力会員４名 
相互会員１名 

    

❸子どもの安全に関するフォローアップ講座の実施 

活動中の協力(相互)会員が安全な援助を行えるように、子どもの事故予防や応急手当、

AED を用いた心肺蘇生法の講座を開催した。協力会員養成講座等と同時に開催した。 
 

 

 

 

 

 

 

❹防災講座「もしもに備えるいつも～乾物防災食～」の開催 

つどいの広場との共催で「もしもに備えるいつも」と題し、災害時

の防災食講座を開催した。乾物の特性や防災食に取り入れるメリ

ットについての講話の後、参加者は乾物や缶詰を使った「火を使

わずに出来る調理の仕方」を学んだ。また、講座や調理体験を通

じて多世代の交流を行うことができた。 
  

会員種別 人 数 前年比   活動状況 件数 前年比 

利用会員 ６２３名 98％ 依頼件数 １,３８９回 ９０% 

協力会員 １３１名 98％ 実利用件数 １,１７３回 92% 

相互会員 ２５名 96％ キャンセル件数 ２１６回 ８１％ 

実 施 日 内     容 受講者数 

９月 ７日 乳幼児の心肺蘇生法・AED ４名 

１１月１５日 心肺蘇生法・AED（一般） ５名 

１２月 ６日 活動中の子どもの安全について ７名 

２月 ６日 乳幼児の心肺蘇生法・AED ２名 
心肺蘇生法の実習 

子育てサポーター養成講座 

防災食の調理体験 

－ 30 －
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実施日・会場 ９月１６日  えるる３F 和室・料理室 

講   師 子育てネット・荒尾代表 野田 ゆみさん 

参 加 者 利用会員４名と子ども４名、協力会員・つどいの広場サポーター１１名 計１９名 

 

 

④大牟田市地域子育て支援拠点事業・つどいの広場（市受託事業） 

❶子育て親子の交流の場の提供と交流促進 

おおむね０歳～３歳までの子どもとその保護者が気軽に集い、交流することにより、子

どもは子ども同士の関わりを通して、社会性を身に着け、保護者はスタッフや保護者同

志と情報交換することで、子育てへの不安感・負担感の緩和を図った。   
 

【利用者の登録・利用状況】 

区　分 登録組数 利用組数 大  人 子ども 総人数 相談件数 

R５年度 ４９５組 ３,７９０組 ４,０１９名 ４,３３８名 ８,３５７名 １,０１９件 

R４年度 ４１１組 ３,３４１組 ３,６３９名 ３,８６１名 ７,５００名 １,４７４件 

前年比 120％ 113％ 110％ 112％ 111％ 69％ 
  

❷子育て等に関する相談、援助の実施（つどいの広場アドバイザーの活用） 

つどいの広場内での相談の他、「にこにこ子育て」「栄養士相談」「育児相談」「助産師相談」

「歯そだて教室」「ベビーマッサージ」において、保育士、栄養士、保健師、助産師、歯科衛

生士などの専門職による、子育て中の保護者の相談援助を実施した。 
  

❸地域の子育て関連情報の提供 

つどいの広場内において、大牟田市内の保育所、幼稚園、認定こども園や公民館等関連

サークルの情報をはじめ、遊び場紹介等子育てに関する情報の掲示及びチラシの配布

を行い、情報の提供に努めた。 
  

❹子育て及び子育て支援に関する講習等の実施 

保護者の育児に対する悩みや不安の軽減につながるよう、年１回行っている利用者アン

ケートに基づき、利用者のニーズに合わせた講座を月に 1～２回実施した。 

■講座 

開催日 講 座 名 開催日 講 座 名 

  ４月１８日 おやこヨガ １０月１９日 体ほぐしタイム 

  ５月２３日 おっぱい講座 １１月１１日 親子で 3B 体操 

  ６月１０日 親子で 3B 体操 １１月２２日 抱っこ法 

  ６月１６日 離乳食教室（初期） １２月１４日 保護者のためのストレッチ 

  ７月 ４日 ベビーマッサージ  １月１９日 離乳食教室（初期・中期） 

  ７月２１日 離乳食教室（中期）  １月２３日 ウン知育教室 

  ８月１８日 離乳食教室（後期）  ２月１０日 妊娠期・育児期の姿勢講座 
inファミリータッチケア広場 

  ９月 ７日 乳幼児の心肺蘇生とAEDの取り扱い  ２月１６日 離乳食教室（後期・完了期） 

  ９月１６日 もしもに備えるいつも～乾物防災食～  ３月 ９日 親子で 3B 体操 

   １０月 ６日 大牟田市の子育て支援の紹介  ３月１９日 ベビーマッサージ 
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❺子育てサポーターの育成支援の実施 

（ⅰ）つどいの広場サポーター活動状況 

つどいの広場子育てサポーターは、講座中の託児、各種

イベントの準備・協力の他、広場内での子どもの見守りや

保護者の対応などの手伝いを行った。 

また、活動内容の確認やスタッフとの情報共有のための

連絡会議を毎月１回実施した。 

 

 

 

 

（ⅱ）つどいの広場子育てサポーター養成講座の実施 

「ファミリー・サポート・センター協力会員養成講座」と合同で実施し、受講終了者５名が

新規サポーターとして登録された。また既存のサポーターを対象にスキルアップを目的

とした「ステップアップ講座」を下記のとおり実施した。 

   

❻親子を対象としたイベントの実施 

福岡県の「ふくおか・みんなで家族月間」に合わせて、子育て中の家庭やこれから親になる

人たちを対象としたイベント「家族で行こ行こわくわく Day」を開催した。帝京大学の学生

ボランティアをはじめ、地域のボランティアにも協力いただき、食育・栄養相談コーナーや

制作体験コーナー、ゲームコーナーなどを設け、多世代交流を通して、子育ての楽しさや社

会全体での子育て支援の大切さを市民に周知することができた。また、８月の『サマーコン

サート』、１２月の『パパと遊ぼう（クリスマス会）』では、誠修高校の学生ボランティアによる

絵本の読みきかせやダンスなど、学生との交流も楽しんだ。  
 

【家族で行こ行こわくわくＤａｙ】 

年 度 利用組数 大  人 子ども 総人数 

R５年度

R４年度

前年比 93％ 98％ 89％ 94％ 

 

 

 

 

 

 

区　分  サポーター数 活動件数 

R５年度

R４年度

前年比 105％ 98％ 

実施日 内    容 講   師 

１０月１７日 
・子どものあやし方、抱っこの仕方 
・グレーゾーンと思われる子どもの接し方 

社協職員 

１０月３１日 
・支援者の役割や親御さんへの寄り添いについて 
・世の中の流れに伴う様々な多様性の対応について 

柳川市地域子育て支援拠点 
このゆびとまれ 森 郁子さん 
(子育て支援コーディネーター) 

イベントでのサポートの様子 

家族で行こ行こわくわく Day 

おはなしぴよぴよ 食育コーナー はいはい・よちよち競争 作ってあそぼう 
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（４）福祉・介護人材の育成・確保 

①実習生の受入 

❶インターンシップ受入（高等学校学生） 

日   程 内 容 実 習 依 頼 元 受入人数 

７月 ７日～ ７月１３日（５日間） 保育体験 誠修高等学校（３年生） ２名 

８月 ３日～ ８月 ５日（３日間） 職場体験 大牟田高等学校（１年生） ２名 

９月１９日～ ９月２２日（４日間） 職場体験 柳河特別支援学校（２年生） １名 

１１月１４日～１１月１５日（２日間） 保育体験 大牟田高等学校（２年生） ４名 
                            

❷介護支援専門員実務研修実習受入 

日   程 実 習 依 頼 元 受入人数 

３月１３日・１８日・2１日（３日間）  個人 ２名 
 

❸保育士実習受入 

日   程 実 習 依 頼 元 受入人数 

６月５日～６月１７日（１０日間）   九州大谷短期大学 ２名 

２月５日～２月１６日（１０日間） 中村学園大学短期大学部 １名 
 

❹看護師実習受入 

日   程 実 習 依 頼 元 受入人数 

９月２１日～１月２５日（延べ２０日間） 

※１回の実習は、２人１組にて週２日間 

帝京大学 

福岡医療技術学部看護学科 
２０名 

 

❺管理栄養士実習受入 

日   程 実 習 依 頼 元 受入人数 

６月 ５日～６月１０日（６日間） 中村学園大学 １名 

６月１２日～６月１７日（６日間） 中村学園大学 １名 

 

❻障害者就労・自立支援センターからの実習生受入 

障害者就労支援の一環で、職場実習の場として、下記の通り、受け入れた。ジョブコーチ指

導のもと、共同募金運動に必要な事務作業を行った。 

 

 

受入期間 
➀８月２１日～８月３０日（８日間） 
➁９月１２日～９月２２日（８日間） 

受入人数 延べ４名 

実習内容 共同募金関係庶務、サロン用具の整理等 

共同募金事務作業の様子 

大牟田高等学校１年生 柳河特別支援学校２年生 
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（１）幅広い参加・就労機会の創出 

 ①ボランティアセンターの機能充実 

  ❶ボランティア情報の収集・発信・提供 

大牟田市障害者協議会を通してニーズ情報を収集するとともに、広報紙やホームページな

どで、ボランティア活動に関する情報を提供した。 

 

  ❷ボランティア活動のコーディネート 

 ボランティア活動をしたい人とボランティア活動を必要とする人からの相談を受け、４９件

のボランティア活動をコーディネートした。 

 

 

 

 

  ❸ボランティア活動に関する相談・調整・支援 

    ボランティア活動への参加を促進するために、ボランティアグループの結成・運営などに関

する相談や活動に必要な機材の貸出、各種助成金申請等を支援した。 

     ※令和５年度登録ボランティア数：グループ４１団体、個人２４名 

 

  ❹ボランティア活動保険加入の普及・促進 

    ※うち、令和５年度大規模災害特例による加入受付３７名。 

 

 ②災害ボランティアセンター体制強化 

  ❶災害ボランティア活動の支援・促進 

（ⅰ）ICT 研修※の実施 

   災害時のボランティア登録受付やニーズ申込みに、スマホ

やタブレット等を用いるという仕組みを取り入れ、その手

法を地域の方々に体験してもらった。 
 
 

  

 【ICT 研修状況】 

実施日 会   場 参加者数 内     容 

１０月２８日 
イオンモールおおむた 
（総合防災訓練会場） 

４４名 スマホを使った入力体験 

区　　　分 R１年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 

加入人数 １,２５２名 １,９０２名 １,２１０名 １,１５１名 1,２１５名 

【基本目標３】 

誰もが多様なきっかけやつながりで参加できる社会 

【ボランティア活動コーディネート内訳】 

（1）災害関連ボランティア ２件   （2）同行援護・傾聴・手話・点訳 ９件 

（3）サロン関係ボランティア １９件 （4）その他 １９件 

※ICT 研修とは、スマホやタブレットを用いた情報通信技術研修のこと 

総合防災訓練での ICT 研修 
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 （ⅱ）災害時の床下対応講習会の実施 

災害時の床下対応の重要性を地域住民へ周知し、その対応

ができる人材を養成するため、地域住民へ呼びかけ「災害

時の床下対応講習会」を実施した。この講習会に必要な床

下模型は、国立有明工業高等専門学校へ製作を呼びかけ、

１０月６日、総合福祉センターにて贈呈いただいた。 
   

  【床下対応講習会】 

 

  ❷南筑後ブロックの４市社会福祉協議会における災害支援協定の締結及び事前会議 

大牟田市、柳川市、みやま市、八女市の各社会福祉協議会の

管内で災害が発生した場合に、４市社会福祉協議会と福岡県

社会福祉協議会が連携し、被災した地域の社会福祉協議会

への支援活動が迅速かつ効果的に行われるよう、５月２日、

総合福祉センターで「南筑後地区社会福祉協議会災害時相互

支援協定」を締結した。今年度は、その協定締結及び災害ボ

ランティア設置運営訓練のため、４市合同で以下のとおり事前会議を開催した。 
 

  【事前会議】 

    

❸災害ボランティアセンター設置・運営訓練の実施 

災害ボランティアセンターの流れを職員が正しく理解するた

め、南筑後地区社会福祉協議会災害時相互支援協定に基づ

き、大牟田市、柳川市、みやま市、八女市の４市社協合同で災

害ボランティアセンター設置運営訓練を実施した。 

実施日 会   場 参加者 内     容 

１０月２８日 
イオンホール 
（総合防災訓練会場） 

２３名 
床下模型を用いた作業方法等の説明 

講師：一般社団法人 螢火 

２月１８日 総合福祉センター １４名 
床下模型を用いた作業方法等の説明 

講師：復興支援福岡 大石 英敏さん 

開催日 開 催 場 所 内    容 

４月１１日 手鎌地区公民館 
・災害ボランティアセンター設置運営訓練について 

・協定書の締結について 

５月１１日 総合福祉センター 
・災害ボランティアセンター設置運営訓練について 

  班分け、訓練の流れ 

５月３０日 総合福祉センター 
・災害ボランティアセンター設置運営訓練について 

  各班の進捗状況、全体の流れの確認 

実 施 日 ６月４日 

会 場 手鎌地区公民館 

実施内容 
災害ボランティアセンターの運営（講義・演習） 

 講師：にいがた災害ボランティアネットワーク 理事長 李 仁鉄さん 

参 加 者 ４市社協合計５０人（うち大牟田市社協１５人） 

災害時相互支援協定調印式 

床下模型贈呈式  

災害ボランティアセンター設置運営訓練 
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  ❹災害ボランティア養成 

災害発生時に迅速かつ効果的に被災者支援活動を行えるよう、救援活動を希望するボラ

ンティアの養成を目的に、「災害ボランティア事前登録説明会」を実施した。 

   
 

❺災害支援コーディネート力の強化 

災害が起きたときに、社協が災害支援に取り組む意義や、被災者支援活動の入り口である

災害ボランティアセンターの設置運営がスムーズにできるよう、にいがた災害ボランティア 

ネットワークの李 仁鉄さんを講師に招き、職員研修を実施した。 
 
 

❻広川町災害ボランティアセンターへの支援・職員派遣 

令和５年７月豪雨災害により、福岡県社会福祉協議会からの要請に基づき、広川町災害ボ

ランティアセンターの立上げ支援から運営支援に対して本会職員を派遣した。また、車輛

や資機材等の貸出・支給を行った。 

 

❼災害資機材の充実 

９月２７日に福岡県共同募金会の

「災害配分等引当積立金の平時に

おける配分」と南三陸町歌津地区

からの支援金等を活用して、南筑

後地区の社会福祉協議会が所有す

る災害資機材を収納するストックヤードを総合福祉センター敷地内に設置した。また、３月

２６日にライオンズクラブ国際協会３３７-A 地区より、災害時に必要となる多くの資機材の

寄贈を受けた。 
    

① 市民サポーターの養成 

  ❶市民後見人養成（P１０参照） 
  

   ❷生活支援員養成（P１２参照） 
 

  ❸つどいの広場サポーター養成（P３２参照） 
 

  ❹ファミリー・サポート・センター協力会員養成（P１９・２０・３０・３２参照） 
 

  ❺おおむたキャロットサービス協力会員養成（P１９参照） 

実 施 日 ２月１８日 

会 場 総合福祉センター 

実施内容 
・令和２年度豪雨災害時の本会災害ボランティアセンターの取組みについて 

    講師：復興支援福岡 大石 英敏さん 

参 加 者 １４名 ※災害ボランティア新規登録者数６名（登録者合計 ２４名） 

派 遣 日 支 援 内 容 

７月１２日～７月１４日 
八女市及び広川町への資機材貸出 

災害ボランティアセンター立上げ支援 
３日間/延１０名派遣 

７月１５日～７月３１日 広川町災害ボランティアセンター 

運営支援 

１７日間/延４８名派遣 

８月 １日～８月２７日 １５日間/延３０名派遣 

合   計 累計 ３５日間 延８８名 

災害資機材ストックヤード 災害資機材贈呈式 
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  ❹災害ボランティア養成 

災害発生時に迅速かつ効果的に被災者支援活動を行えるよう、救援活動を希望するボラ
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❺災害支援コーディネート力の強化 

災害が起きたときに、社協が災害支援に取り組む意義や、被災者支援活動の入り口である
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  ④おおむた就労支援ネットワーク会議 

高齢者、障がい者、若者等のうち、直ぐには一般就労するこ

とが困難な人に対し、市内の就労支援を実施している機関が

連携し、就労体験先の相互協力や相談員のスキルアップ等を目

的とした「おおむた就労支援ネットワーク会議」に参画し、下記

のとおり会議を開催した。また、就労支援に携わる支援機関を

対象に、３月１４日、大牟田文化会館研修室で「就労支援ネットワークセミナー」を開催し、「障

害者雇用の現状と課題」についての基調講演を行った。そのあと、高齢者、障がい者、就労困

難者それぞれの支援機関で就労支援を受けた当事者と職員によるパネルディスカッションを

行った。 

  【おおむた就労支援ネットワーク会議開催状況】 

回 開催日 内    容 

第１回 ４月１９日 
① 障害者就労・自立支援センターたんぽぽの取組みについて 

② 意見交換 

第２回 ７月１９日 
①相談支援事業所「ともだちのいえ」の取組みについて 

② 事例検討（グループワーク） 

第３回 １０月１８日 
①各機関の業務及び連携について 

（ハローワーク大牟田、市保護課） 

第４回 １月１７日 
①就労支援に関する意見交換 

② 就労支援のマッチングについて 

 

 

（２）社会参加を実現するアクセシビリティの向上 

 ①ボランティアセンターの機能充実（P３４参照） 

 

 ②担い手の育成（P１０、P1２、P1９、P２０、P３０、P３２参照） 

 

③子ども・地域食堂ネットワーク活動支援 

❶子ども・地域食堂運営助成金の交付 

今年度も８校区の子ども・地域食堂へ運営助成金を交付した。加えて、本会へ匿名の団体

から「子ども・地域食堂」へ指定の寄付があったことから、８校区の子ども・地域食堂及び６

ヵ所の小地域エリア食堂へ寄付の贈呈を行った。この寄付金を活用し、各食堂においては、

イベントや家電購入等に役立てられ、本会でもその一部を活用し、精米機の購入や子ども

食堂周知のためのリーフレットを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども食堂周知のため作成したリーフレット 子ども・地域食堂 寄付贈呈式 

就労支援 
ネットワークセミナー 
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❷おおむた子ども・地域食堂ネットワーク会議への参加・連携・協働  

市内８校区の子ども・地域食堂関係者、社会福祉法人甘木

山学園、本会等が参加し、「おおむた子ども・地域食堂ネット

ワーク会議」を開催した。このおおむた子ども・地域食堂ネ

ットワーク会議は、各食堂の運営状況や取組みの様子、課題

等を共有することを目的としている。今年度は、コロナが５

類へ移行した後の、それぞれの食堂の運営状況について意

見交換を行い、課題を共有することができた。その後、社会

福祉法人甘木山学園より８校区の子ども・地域食堂に対して、運営助成金が交付された。 

■おおむた子ども・地域食堂ネットワーク会議 

開 催 日 ２月２０日 

参加団体 

大牟田中央校区子ども食堂、大正校区子ども食堂、高取ふれあい子ども食

堂、吉野ふれあい食堂、平原ふれあいサロン食堂、はやめカッパ食堂、天領か

おみしり食堂、ひまわりの家手鎌よかとこ食堂、社会福祉法人甘木山学園、

大牟田市社会福祉協議会 

 

  ❸地域資源・社会資源との連携強化 

各校区には様々な社会資源があり、その校区内の企業や団体などが、食材の提供やバスの

送迎などを行い、子ども・地域食堂の運営を支援している。そのような中、今年度は福岡県

こども食堂ネットワーク事務局を通じて、福岡県や協力団体からの食材提供（米・菓子・肉

等）や助成等の情報提供があり、それぞれの子ども・地域食堂へ周知を行った。 また、福

岡県子ども食堂ネットワークより、本会へ冷凍庫の寄贈を受けた。 

  

❹寄贈された食材の配分支援 

市内・外や県外の個人をはじめ、企業・団体等から、寄付金や米・野菜など食材の提供を受

け、各子ども・地域食堂へ配分した。 

寄 付 ・ 寄 贈 元 内  容 

市内個人           寄付金 

市内外の農家        野菜・米等 

はやめカッパ食堂 冷凍魚フライ等 

NPO 法人むすびえ 駄菓子セット 

大牟田青年会議所  
OMOIAI プロジェクト  

米 

JA みなみ筑後女性部  米 

(有)三光産業      クリスマス用菓子 

市内個人           米、野菜、調味料等 

市内企業           菓子 

県外個人           米 

 

子ども・地域食堂への米の贈呈式 

小地域エリアの子ども食堂への菓子の寄贈 

おおむた子ども・地域食堂
ネットワーク会議 
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❷おおむた子ども・地域食堂ネットワーク会議への参加・連携・協働  
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❹寄贈された食材の配分支援 

市内・外や県外の個人をはじめ、企業・団体等から、寄付金や米・野菜など食材の提供を受

け、各子ども・地域食堂へ配分した。 

寄 付 ・ 寄 贈 元 内  容 

市内個人           寄付金 

市内外の農家        野菜・米等 

はやめカッパ食堂 冷凍魚フライ等 

NPO 法人むすびえ 駄菓子セット 

大牟田青年会議所  
OMOIAI プロジェクト  

米 

JA みなみ筑後女性部  米 

(有)三光産業      クリスマス用菓子 

市内個人           米、野菜、調味料等 

市内企業           菓子 

県外個人           米 

 

子ども・地域食堂への米の贈呈式 
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おおむた子ども・地域食堂
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（３）教育の充実・学習活動の促進 

 ①福祉教育の推進 

❶多世代・多職種への福祉教育の啓発・推進 

福祉教育を推進する人材の育成として、校区社会福祉協議会が実施する、学校教育におけ

る地域福祉活動の学習に参加した。 

中友小学校 子ども民生委員 ➀委嘱式 
➁高齢者の見守り訪問活動 
➂赤い羽根街頭募金活動 白川小学校 ジュニア民生委員・児童委員 

 

 

 

 

 

 

 

❷企業・団体等への福祉教育の啓発・推進 

福祉施設が実施する社内研修へ福祉教材の貸出しを行った。 

貸出日 ４月３日 

内 容 
特別養護老人ホーム昌普久苑 

身体障がい者、高齢者への理解を深めるため、高齢者疑似体験教材を使用した社
内研修 

 

❸福祉教育推進校へのゲストティーチャー派遣 

学校等における福祉教育活動として、高齢者疑似体験をはじ

め、障がいについて学ぶ講座に、大牟田市視力障害者福祉協

会、大牟田聴覚障害者福祉協会、大牟田手話の会「ありあけ」、

点訳奉仕「大牟田むつき会」の協力を得て、ゲストティーチャー

を派遣した。今年度は、１７件のゲストティーチャーを派遣した。 

区 分 R１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

派遣件数 １５件 １３件 １１件 1９件 １７件 

 

❹福祉教材の貸出 

福祉への関心や理解を高める教育活動に活用できる福祉教材（高齢者疑似体験セット、車

いす、白杖、アイマスク、DVD 等）を貸出した。今年度は、１８件の福祉教材を貸出した。 

区 分 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

貸出件数 １８件 １２件 １３件 1４件 １８件 

 

 

②学習支援事業（P５～６参照） 

 

点字教室の様子 

  

白川校区 ジュニア民生委員 中友校区 子ども民生委員

－ 39 －



 
40 

（４）地域支え合い活動の促進 

 ①大牟田市地域福祉大会～地域支えあい“絆”セミナー～ 

市民一人ひとりが自ら住んでいる地域に積極的に関わり、地域住民の支えあいの“絆”を

創造することを目的としており、実行委員会（大牟田市・大牟田市校区社会福祉協議会会長

連絡協議会・大牟田市ボランティア連絡協議会・福岡県共同募金会大牟田市支会・大牟田市

社会福祉協議会）を３回実施し、協議を踏まえ下記のとおり開催した。また、令和５年度大牟

田市社会福祉協議会表彰者選考審査のため、表彰審査委員会を開催した。 

  ■大牟田市地域福祉大会 

開催日時 

会   場 

２月４日 9:３０～12:00  

大牟田文化会館 小ホール 

内 容
 

【第１部】 功労者表彰式典（８７名、８０団体） 

≪表彰対象者≫ 

市社協役員・評議員、校区社協実践活動者、

優良校区社会福祉協議会、ボランティア活動団体、

善意銀行高額寄付者・団体、事業運営協力者、 

共同募金高額寄付者・団体、永年賛助会員
 

【第２部】 基調講演 

≪演題≫ 

『健康長寿のススメ～超高齢社会を元気に過ごすために～』 

講師：福岡女子大学国際文理学部 食・健康学科 教授 太田 雅規さん 

参 加 者 ３８０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１５回 大牟田市地域福祉大会 ～地域支えあい“絆”セミナー～

 

地域福祉大会
パンフレット
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  ■大牟田市地域福祉大会 

開催日時 

会   場 

２月４日 9:３０～12:00  

大牟田文化会館 小ホール 

内 容
 

【第１部】 功労者表彰式典（８７名、８０団体） 

≪表彰対象者≫ 

市社協役員・評議員、校区社協実践活動者、

優良校区社会福祉協議会、ボランティア活動団体、

善意銀行高額寄付者・団体、事業運営協力者、 

共同募金高額寄付者・団体、永年賛助会員
 

【第２部】 基調講演 

≪演題≫ 

『健康長寿のススメ～超高齢社会を元気に過ごすために～』 

講師：福岡女子大学国際文理学部 食・健康学科 教授 太田 雅規さん 

参 加 者 ３８０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１５回 大牟田市地域福祉大会 ～地域支えあい“絆”セミナー～

 

地域福祉大会
パンフレット

 
41 

 
 

（１）安心して暮らせる地域づくり 

 ①生活支援体制整備事業（校区社会福祉協議会活動） 

 ❶小地域ネットワーク活動促進事業 

地域の中で孤立する人を出さないように、地域住民が身近な課題を見つけ、小地域単位の

特性にあった活動を行い、住民相互の活動による顔の見える関係づくりを推進することを

目指して、以下のとおり取り組んだ。 

  （ⅰ）福祉委員の委嘱 

今年度は、福祉委員（第９期：令和４年７月１日～令和６年６月３０日）の任期途中であった

が、２５名の福祉委員が交代した。 

■福祉委員の配置数  

３３３名（定数３６４名）うち、新任福祉委員２５名 
期 第７期 第８期 第９期 

福祉委員配置数 ３６２名 ３５７名 ３３３名 

充足率 99％ 9８％ 91% 

   ※１期は２年間。 

 

（ⅱ）新任福祉委員研修会の実施  

新任の福祉委員に対しては、新任福祉委員研修会を開催し、委嘱状の交付や福祉委員の

役割についての説明、現役福祉委員による実践発表を行った。 

実 施 日 時 場  所 参加者数 実践報告者 

７月５日 １４:００～ 

総合福祉センター 

６名 永井 幸枝さん（三池校区福祉委員） 

７月５日 １９:００～ ５名 田中 千代子さん（平原校区福祉委員） 

７月７日 １０:００～ ５名 中尾 澄子さん（銀水校区福祉委員） 

個別対応 ９名  

合  計 ２５名  

 

（ⅲ）校区福祉座談会・研修会等への参画 

開 催 日 開催校区・名称 主 な 内 容 

４月２５日 駛馬校区福祉座談会 第４次地域福祉実践計画について 

５月 ８日 手鎌校区福祉座談会 手鎌校区合同研修会について 

５月３１日 大正校区まち協福祉部会定例会 地域支え合いマップについて 

 ６月１４日 中友校区社協研修会 第４次地域福祉実践計画について 

 ６月１７日 平原校区まち協福祉部会定例会 第４次地域福祉実践計画について 

９月１３日 三池校区福祉座談会 福祉委員と民生委員の連携について 

９月２５日 大正校区まち協福祉部会定例会 地域支え合いマップについて 

１０月 ４日 銀水校区社協研修会 第４次地域福祉実践計画について 

１０月 ７日 明治校区福祉座談会 ニセ電話・特殊詐欺の予防について 

１２月 ２日 大牟田中央校区合同研修会 権利擁護センター事業について 

２月２１日 大正校区まち協福祉部会 福祉委員と民生委員の役割について 

【基本目標４】 

新たな担い手が生まれる持続可能な社会 

新任福祉委員委嘱状交付 

－ 41 －



 
42 

（ⅳ）地域包括支援センターとの連携 

   各地域包括支援センターの第２層生活支援コーディネーター（SC）や共創サポーター

（KS）と連携し、地域包括ケアシステム構築に向けて、地域住民等による生活支援活動を

より充実させるために、以下のことについて情報を共有した。 

■生活支援コーディネーター・共創サポーター共同会議への参加 

  

■生活支援コーディネーター及び共創サポーターとの連携・協働 

【玉川校区移動手段検討会議】 

開催日時 場 所 内       容 

毎月第３火曜日 

14:00～ 
勝立地区公民館 

・利用者登録状況報告  ・運行状況月例報告 
・利用者アンケートの実施・回収・分析 
・乗り合い利用促進キャンペーンの実施 
 →市の補助対象事業であるため、令和６年度より実施予定。 

      

 ❷地域組織活動促進事業 

 （ⅰ）第４次大牟田市地域福祉実践計画の周知 

各校区の地域活動実践者に向けて、市社協が行う各種活動への理解を深めてもらうと

ともに、１９校区で実施される研修会・福祉座談会等において、「第４次地域福祉実践計

画」の周知啓発への協力を要請し、今年度は４校区の会議や研修会で説明・質疑応答・意

見交換等を行った。 

■各校区社協の会議・研修会での周知 

実 施 日 校 区 会 議 ・ 研 修 名 参加者 

４月２５日 駛  馬 駛馬校区福祉座談会 約２０名 

６月１４日 中  友 中友校区社会福祉協議会研修会 約３０名 

６月１７日 平  原 平原校区まちづくり協議会福祉部会定例会 約３０名 

１０月 ４日 銀  水 銀水校区社会福祉協議会研修会 約４０名 

R５年度合計 約１２０名 

累計（R３～５年度） 約３７０名 

   

開催日 内         容 

４月１９日 ・活動状況報告（令和５年３月分） ・令和５年度の活動目標、計画 

５月１７日 ・活動状況報告（令和５年４月分） ・SC 研修の年間日程について 

６月１５日 
・SC＆KS 研修①「大牟田市社協の概要説明」 講師：社協職員 
・活動状況報告（令和５年５月分） ・第２０回福岡県 SC 連絡会の報告  

７月１９日 
・SC＆KS 研修②「小地域 NW 活動と地域における福祉課題について」 講師：社協職員 
・活動状況報告（令和５年６月分） 

８月１６日 
・SC＆KS 研修③「生活支援相談室の取組みについて」 講師：社協職員 
・活動状況報告（令和５年７月分） 

９月２０日 
・SC＆KS 研修④「権利擁護センターの取組みについて」 講師：社協職員 
・活動状況報告（令和５年８月分） ・移動支援リストの更新について 

１０月１８日 
・訪問診療、往診、送迎リストの更新について  ・活動状況報告（令和５年９月分） 
・健康づくり課との情報共有会 

１１月１５日 
・訪問診療、往診、送迎リストの更新について ・活動状況報告（令和５年１０月分） 
・通所型短期集中予防サービス（C 型モデル事業）について 

１２月２０日 
・地域コミュニティ推進室 地域担当職員との意見交換会 ・活動状況報告（令和５年１１月分） 
・社会資源リスト（移動支援、自費サービス）の更新について 

１月１７日 ・社会資源リストの更新について  ・活動状況報告（令和５年１２月分） 

２月２１日 
・社会資源リストの更新について  ・活動状況報告（令和６年１月分） 
・（R６年度）FM たんとの活用について 

３月１９日 
・社会資源リストの更新について  ・活動状況報告（令和６年２月分） 
・令和６年度の活動目標、計画について 
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（ⅳ）地域包括支援センターとの連携 

   各地域包括支援センターの第２層生活支援コーディネーター（SC）や共創サポーター

（KS）と連携し、地域包括ケアシステム構築に向けて、地域住民等による生活支援活動を

より充実させるために、以下のことについて情報を共有した。 

■生活支援コーディネーター・共創サポーター共同会議への参加 

  

■生活支援コーディネーター及び共創サポーターとの連携・協働 

【玉川校区移動手段検討会議】 

開催日時 場 所 内       容 

毎月第３火曜日 

14:00～ 
勝立地区公民館 

・利用者登録状況報告  ・運行状況月例報告 
・利用者アンケートの実施・回収・分析 
・乗り合い利用促進キャンペーンの実施 
 →市の補助対象事業であるため、令和６年度より実施予定。 

      

 ❷地域組織活動促進事業 

 （ⅰ）第４次大牟田市地域福祉実践計画の周知 

各校区の地域活動実践者に向けて、市社協が行う各種活動への理解を深めてもらうと

ともに、１９校区で実施される研修会・福祉座談会等において、「第４次地域福祉実践計

画」の周知啓発への協力を要請し、今年度は４校区の会議や研修会で説明・質疑応答・意

見交換等を行った。 

■各校区社協の会議・研修会での周知 

実 施 日 校 区 会 議 ・ 研 修 名 参加者 

４月２５日 駛  馬 駛馬校区福祉座談会 約２０名 

６月１４日 中  友 中友校区社会福祉協議会研修会 約３０名 

６月１７日 平  原 平原校区まちづくり協議会福祉部会定例会 約３０名 

１０月 ４日 銀  水 銀水校区社会福祉協議会研修会 約４０名 

R５年度合計 約１２０名 

累計（R３～５年度） 約３７０名 

   

開催日 内         容 

４月１９日 ・活動状況報告（令和５年３月分） ・令和５年度の活動目標、計画 

５月１７日 ・活動状況報告（令和５年４月分） ・SC 研修の年間日程について 

６月１５日 
・SC＆KS 研修①「大牟田市社協の概要説明」 講師：社協職員 
・活動状況報告（令和５年５月分） ・第２０回福岡県 SC 連絡会の報告  

７月１９日 
・SC＆KS 研修②「小地域 NW 活動と地域における福祉課題について」 講師：社協職員 
・活動状況報告（令和５年６月分） 

８月１６日 
・SC＆KS 研修③「生活支援相談室の取組みについて」 講師：社協職員 
・活動状況報告（令和５年７月分） 

９月２０日 
・SC＆KS 研修④「権利擁護センターの取組みについて」 講師：社協職員 
・活動状況報告（令和５年８月分） ・移動支援リストの更新について 

１０月１８日 
・訪問診療、往診、送迎リストの更新について  ・活動状況報告（令和５年９月分） 
・健康づくり課との情報共有会 

１１月１５日 
・訪問診療、往診、送迎リストの更新について ・活動状況報告（令和５年１０月分） 
・通所型短期集中予防サービス（C 型モデル事業）について 

１２月２０日 
・地域コミュニティ推進室 地域担当職員との意見交換会 ・活動状況報告（令和５年１１月分） 
・社会資源リスト（移動支援、自費サービス）の更新について 

１月１７日 ・社会資源リストの更新について  ・活動状況報告（令和５年１２月分） 

２月２１日 
・社会資源リストの更新について  ・活動状況報告（令和６年１月分） 
・（R６年度）FM たんとの活用について 

３月１９日 
・社会資源リストの更新について  ・活動状況報告（令和６年２月分） 
・令和６年度の活動目標、計画について 
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 （ⅱ）校区社協会長会との連携・協働による各種研修等の実施 

１９校区社協会長で組織される校区社協会長連絡協議会の事務局を担い、下記の会議

等を支援した。 

■校区社協会長会 役員会及び会長会開催の支援 

会 議 名 開催日 主  な  内  容 

第１回 会長会 ４月１０日 
・令和４年度 校区社協会長連絡協議会事業報告 
・令和４年度 校区社協会長連絡協議会収支決算 
・令和４年度 監査報告 

第２回 
役員会 ５月２３日 ・令和５年度 福岡県社会福祉協議会会長表彰候補者の推薦 

・令和５年度 大牟田市社会福祉協議会会長表彰候補者の推薦 会長会 ６月１２日 

第３回 
役員会 ７月２４日  ・令和５年度 行事スケジュール 

及び校区社協会長会研修会内容の検討について（案） 会長会 ８月１４日 

第４回 
役員会  ９月２５日 ・令和５年度 優良校区社協の推薦（案） 

・令和５年度 校区社協会長会の研修（案） 会長会 １０月１０日 

第５回 
役員会 １１月２７日  ・第６回校区社協会長会の開催日程について 

※１２月は校区社協会長会視察研修と同時開催 会長会 １２月１１日 

第６回 
役員会 １月２２日 ・令和５年度 校区社協会長会事業報告（見込） 

・買い物支援プロジェクト モデル校区の選定（案） 会長会 ２月１３日 

第７回 役員会 ３月２５日 

・令和５年度 校区社協会長連絡協議会事業報告（見込） 
・令和５年度 校区社協会長連絡協議会収支決算（見込） 
・令和５年度 監査の開催日程（案）について 
・令和６年度 校区社協会長連絡協議会事業計画（案） 
・令和６年度 校区社協会長連絡協議会収支予算（案） 

  

   ■市外からの視察研修の受け入れ 

受入日 内 容 対  応 

１０月２３日 
鳥飼校区社会福祉協議会（久留米市社協管轄） 

・小地域ネットワーク活動の取組みについて 

大牟田市社協 

はやめ人情ネットワーク 

１１月１０日 
佐世保市校区社会福祉協議会 

・大牟田市社協及び校区社協の取組みについて 
大牟田市社協 

２月１３日 
小郡市大原校区民生委員・児童委員協議会 

・小地域ネットワーク活動の取組みについて 

大牟田市社協 

はやめ人情ネットワーク 

２月２８日 
大石地区自治協議会（うきは市社協管轄） 

・ほっと安心ネットワーク模擬訓練の取組みについて 

大牟田市社協 

はやめ人情ネットワーク 
  

■校区社協が取り組む地域福祉活動に関する情報発信 

  

市社協事務局通信きらりへの記事の掲載 

７月号 校区社協会長連絡協議会 新体制発足 

１１月号 福岡県社会福祉功労者表彰 優良校区表彰（高取校区社協） 

１月号 校区社協会長会視察研修（福岡市東区若宮校区：買い物支援の取組みについて） 

各校区の研修会・福祉座談会における第４次地域福祉実践計画の周知啓発活動 
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❸ふれあいサロン活動（P１３～１５参照） 
  

 ❹地域支え合いマップ作成 

現在、地域支え合いマップを作成し、定期的な更新や小地域ネットワーク活動で活用して

いるのは２校区（天の原・手鎌）に留まっている。今年度は新たに大正校区で、地域の見守

りや防犯、防災などへの活用を視野に地域支え合いマップの作成作業を行っている。今後

も校区への働きかけを続け、地域支え合いマップの利用促進・拡大に努める。 
  

 ❺地域リーダー合同研修会の開催 

  地域活動に取り組んでいる校区社会福祉協議会会長連絡協議会、校区民生委員・児童委

員協議会、校区コミュニティ連絡協議会等の各会長と、それぞれの事務局（市社会福祉協

議会、市福祉課、市地域コミュニティ推進課）が協働して、地域リーダーが一堂に集い、地域

課題について話し合う「地域リーダー合同研修会」を４年ぶりに開催した。 

  今年度は、「地域活動実践者（担い手）不足に対する後継者育成・発掘」をテーマとした。 

開催日時 

会   場 

１月２３日 14:00～17:15  

おおむたハイツ イベントホール 

内   容 

■導入／説明 

「大牟田市の地域コミュニティの現状について」 

   大牟田市地域コミュニティ推進課／大牟田市社会福祉協議会 地域福祉課 

■基調講演 

「新たな地域の担い手・地域づくりへのアプローチ  

～久留米１０万人女子会の取組みを通して～」 

   講師：特定非営利活動法人 久留米１０万人女子会 

      代表理事 國武 ゆかりさん、理事 田村 貴美子さん 

■意見交換・共有（グループワーク） 

「私たちが考える１０年後の地域の姿」 

参 加 者 校区関係者、市職員、第２層生活支援コーディネーター、市社協職員等 ９５名 

 

 

 

 

 

 

 

❻新たな生活支援等の開発 

少子高齢化の更なる進行により、一層複雑化・潜在化する地域福祉課題に対応するために、

大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会をはじめ、様々な NPO 法人、ボランティア団

体、生活支援コーディネーターと連携し、制度の狭間となる課題解決に対応してきた。 

今年度は、交通弱者対策として「買い物支援プロジェクト」を立上げ、交通弱者の移動手段

の検討に着手した（詳細は P４５～４６）。また、住民参加型在宅福祉サービス（キャロットサ

ービス）等を充実強化させるとともに、地域実情にあった新たな生活支援の仕組みづくり

に注力していく。     

令和５年度 地域リーダー合同研修会 
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❸ふれあいサロン活動（P１３～１５参照） 
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②被災者見守り・相談支援事業継続事業（市受託事業） 

令和２年７月豪雨後の被災者生活再建支援として、令和２年１１月から令和５年３月まで活

動した「大牟田市地域支え合いセンター」の閉所後に、「令和２年７月豪雨災害被災者相談窓口」

を設けた。水害から３年近くが経ち、被災者支援は災害支援から地域生活支援へと移行して

おり、被災世帯からの相談対応や見守り（訪問・電話等）により安心した地域生活を送れるよ

う、必要に応じ関係機関と連携し支援を行った。この事業は、令和６年３月３１日までとなり、

令和２年７月豪雨災害被災者に係る支援は終了となった。 

■個別訪問・電話活動状況 

区分 
相談対応 
延べ件数 

窓口からの見守り（訪問・架電）世帯数 

高齢独居世帯 
高齢者のみ 

世帯 
家屋確認世帯 その他の世帯 合 計 

件数 １３３件 １６０世帯 ２３８世帯 ３３世帯 １０６世帯 ５３７世帯 

 

 

③市との協定に基づく福祉避難所の開設 

豪雨災害に備え、大牟田市の指定避難所開設に合わせ、総合福祉センターを福祉避難所と

して開設したが、避難者はいなかった。 

 

 

 

 

 

 

（２）地域コミュニティの活性化と新しい「公」の担い手づくり 

 ①多様な企業・団体・NPO 法人等と協働した事業展開 

 ❶買い物支援プロジェクト  

今年度は、交通弱者対策として「買い物支援プロジェクト」を立上げ、検討会議を行うとと

もに、校区社協会長会と協働により、先進地視察研修を実施した。また、令和６年度から実

施予定の買い物支援モデル事業におけるモデル校区の選定をするために、校区社協会長

会を通じて、アンケート調査を実施した。 

■買い物支援プロジェクト会議の開催    

    

福祉避難所開設状況 

期 間 ６月３０日～７月１日 ７月８日 

来 館 者 ０名 ０名 

対応職員数 延べ６名 ２名 

開 設 時 間 ８：１５～翌日１０：２０ １７:１５～２１：００ 

回 開催日 内    容 

第１回 ８月 ７日 
・プロジェクト立上げ、概要説明 

・今後のスケジュールについて 

第２回 ９月２１日 

・大牟田市内における移動手段・買い物支援の状況 

・説明：「大牟田市母子寡婦福祉会が行う移動販売の状況」 

      大牟田市母子寡婦福祉会 事務局長 金子 恵美子さん 

第３回 １２月１９日 

・視察報告：「福岡市東区若宮校区買い物支援バス 

～買い物送迎支援を通じた住民支援～」 

・買い物支援モデル校区の選定についての検討 

第４回 ３月１８日 
・買い物支援モデル事業 実施対象校区の選定について 

・今後の動きについて 
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■視察研修（校区社会福祉協議会との協働）    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

②様々な団体等とのネットワーク・プロジェクト 

❶子ども・地域食堂ネットワーク会議（P３７～３８参照） 

 

❷就労支援ネットワーク会議（P３７参照） 

 

❸子育て支援ネットワーク会議 

  「保護者のない児童」、「保護者に監護させることが不適当であると認められる児童」、「出

産前からの支援が必要な妊婦」の早期発見や、早期対応を図るため、情報交換や支援内容

の協議を円滑に行うことを目的として「大牟田市子ども支援ネットワーク会議」が設置され

ており、本会からも委員として参加し、子ども支援に関する取組みや課題等について協議

及び意見交換を行った。 

開催日 ７月５日 

内 容 

① 令和４年度活動報告 

② 令和５年度活動計画 

③ 各団体の子ども支援の取組みや課題報告及び意見交換 

 

❹ひきこもり支援プロジェクト（P１５～１７参照） 

 

❺買い物支援プロジェクト（P４５参照） 

 

 

 

開催日時 １２月１１日 １０：３０～１２：００ 

視 察 先 若宮公民館（福岡市東区若宮３-27-1） 

内 容 

実践報告①「若宮校区買い物支援バス～買い物送迎支援を通じた住民支援～」 

講師：若宮校区社会福祉協議会 会長 亀田 伸裕さん 

株式会社彩苑 事業本部 営業部長 小川 聡一郎さん 

実践報告②「福岡市社会福祉協議会の買い物支援の取組みについて」 

 講師：福岡市社会福祉協議会 東区社協事務所 所長 若狭 悠さん 

            〃                       廣田 佑希さん 

参 加 者 校区社協会長１４名、社協職員２名 

校区社協会長会視察研修の様子 
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■視察研修（校区社会福祉協議会との協働）    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

②様々な団体等とのネットワーク・プロジェクト 

❶子ども・地域食堂ネットワーク会議（P３７～３８参照） 

 

❷就労支援ネットワーク会議（P３７参照） 

 

❸子育て支援ネットワーク会議 

  「保護者のない児童」、「保護者に監護させることが不適当であると認められる児童」、「出

産前からの支援が必要な妊婦」の早期発見や、早期対応を図るため、情報交換や支援内容

の協議を円滑に行うことを目的として「大牟田市子ども支援ネットワーク会議」が設置され

ており、本会からも委員として参加し、子ども支援に関する取組みや課題等について協議

及び意見交換を行った。 

開催日 ７月５日 

内 容 

① 令和４年度活動報告 

② 令和５年度活動計画 

③ 各団体の子ども支援の取組みや課題報告及び意見交換 

 

❹ひきこもり支援プロジェクト（P１５～１７参照） 

 

❺買い物支援プロジェクト（P４５参照） 

 

 

 

開催日時 １２月１１日 １０：３０～１２：００ 

視 察 先 若宮公民館（福岡市東区若宮３-27-1） 

内 容 

実践報告①「若宮校区買い物支援バス～買い物送迎支援を通じた住民支援～」 

講師：若宮校区社会福祉協議会 会長 亀田 伸裕さん 

株式会社彩苑 事業本部 営業部長 小川 聡一郎さん 

実践報告②「福岡市社会福祉協議会の買い物支援の取組みについて」 

 講師：福岡市社会福祉協議会 東区社協事務所 所長 若狭 悠さん 

            〃                       廣田 佑希さん 

参 加 者 校区社協会長１４名、社協職員２名 

校区社協会長会視察研修の様子 
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③福岡県共同募金会と協働した公益活動の支援 

❶福岡県共同募金会大牟田市支会との連携 

（ⅰ）赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい募金運動の実績 

今年度の共同募金運動については、様々なイベントや福祉活動が少しずつ平常に戻りつ

つある中、コロナ禍前と同等の募金活動を展開することができた。 

赤い羽根募金では戸別募金、法人募金、街頭募金、自動販売機募金、資材募金、インター

ネット募金など多様な方法で取り組んだ。資材募金では、今年度新たに、大牟田市公式

キャラクター「ジャー坊」とのコラボ企画である「ジャー坊タオル」に取り組み、従来の「ジ

ャー坊ボールペン」「ジャー坊エコバック」とともに、多くの市民に協力していただいた。

一方、歳末たすけあい募金は、赤い羽根募金との区別を明確にし、その必要性の周知を

図り、募金活動を展開した。また、どちらの募金運動に

ついても、これまでと同様、大牟田版ミニチラシ入りの

ポケットティッシュの配布や地域コミュニティラジオ「Ｆ

Ｍたんと」を通じて、募金の意義や使途についての情

報を発信した。 

今年度の赤い羽根共同募金実績は前年比９７％、歳末

たすけあい募金実績は前年比１０７％で、全体では前年比９９％となった。過去５ヵ年の

募金実績は以下のとおりである。 

 

【過去５ヵ年赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金の推移】               （単位：円） 

区　　分 R１年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 

赤い羽根募金 A 12,901,508 12,193,934 11,754,706 11,200,784 10,900,609 

前 年 比 97％ 95％ 96％ 95％ 97％ 

歳末募金 B 2,575,031 2,432,295 2,599,585 2,379,485 2,545,303 

前 年 比 95％ 95％ 107％ 92％ 107％ 

A＋B 15,476,539 14,626,229 14,354,291 13,580,269 13,445,912 

前 年 比 97％ 95％ 98％ 95％ 99％ 

 

（ⅱ）広報活動 

実施日 内 容 

９月２１日 ＦＭたんとへの出演 赤い羽根共同募金運動と使途について 

１０月 １日 
赤い羽根共同募金 

街頭キャンペーン 

ゆめタウン及びイオンモール 

≪参加者≫ 

大牟田市、福岡県共同募金会大牟田市支会、 

大牟田市社会福祉協議会役職員 

１１月２４日 ＦＭたんとへの出演 歳末たすけあい募金運動と使途について 

１２月 １日 
歳末たすけあい募金 

街頭キャンペーン 

ゆめタウン及びイオンモール 

≪参加者≫ 

大牟田市、福岡県共同募金会大牟田市支会、 

大牟田市社会福祉協議会役職員 

大牟田オリジナル啓発資材 
「ジャー坊タオル」 
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（ⅲ）法人募金の実績 

区 分 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 R５年度 

法人数（社） 451 469 433 442 ４６４ 

募金額（円） 2,720,381 2,868,121 2,706,128 2,668,104 2,607,541 
  

（ⅳ）赤い羽根自動販売機の設置及び実績 

大牟田市支会の特徴的な取組みの一つである飲料水の売り上げの一部が寄付される

「赤い羽根自動販売機」を、市内に５９台設置している。 

区 分 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 R５年度 

設置数（台） 49 49 58 58 ５９ 

募金額（円） 863,588 640,089 806,577 943,258 884,005 

※今年度は、１台が撤去され、２台が新規設置となった。 
  

（ⅴ）ふるさと赤い羽根募金（インターネット募金）の実績 

件  数 募 金 額 

2２件 3５,５00 円 
   

（ⅵ）街頭募金の支援 

【赤い羽根共同募金（運動期間：１０月１日～１２月３１日）】 

実施日 実施場所 実施団体名 

１０月 １日 メルクス大牟田 天の原校区社会福祉協議会 

１０月１０日 銀座通り商店街 中友校区民生委員・児童委員協議会、中友小子ども民生委員 

１０月１３日 マルショク吉野店 吉野校区社会福祉協議会 

１０月１５日 ゆめタウン 大牟田中央校区まちづくり協議会 

１０月２１日 
ゆめタウン 

大牟田市身体障害者福祉協会連合会 

大牟田市ボランティア連絡協議会 １０月２４日 

１０月３１日 ゆめタウン 白川校区まちづくり協議会福祉部会、白川小ジュニア民生委員 

１１月 ４日 マルエイ大牟田店 天の原校区社会福祉協議会 

１１月１０日 銀座通り商店街 中友校区民生委員・児童委員協議会 

１１月１４日 ゆめタウン 白川校区まちづくり協議会福祉部会 

１１月１９日 ゆめタウン 大牟田聴覚障害者福祉協会 

１２月 ３日 メルクス大牟田 天の原校区社会福祉協議会 

１２月 ５日 ゆめタウン 白川校区まちづくり協議会福祉部会、白川小ジュニア民生委員 

１２月１０日 ラ・ムー羽山台店 羽山台校区まちづくり協議会 

 

【歳末たすけあい募金（運動期間：１２月１日～１２月３１日）】 

 

 

 

実施日 実施場所 実施団体名 

１２月 ７日 新鮮市場サカイ 銀水校区民生委員・児童委員協議会 

１２月 ９日 
ゆめタウン・イオンモ
ール・JR 大牟田駅 明光学園中学校・高等学校 

１２月１０日 銀座通り商店街 中友校区民生委員・児童委員協議会 

１２月１０日 ゆめタウン 大牟田中央校区まちづくり協議会 

１２月１５日 マルショク吉野店 吉野校区社会福祉協議会 

１２月１９日 ゆめタウン 大牟田高等学校 

１２月２３日 ゆめタウン 三池工業高等学校・天龍製鋸㈱ 

インターネット募金 

QR コード 
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（ⅲ）法人募金の実績 

区 分 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 R５年度 

法人数（社） 451 469 433 442 ４６４ 

募金額（円） 2,720,381 2,868,121 2,706,128 2,668,104 2,607,541 
  

（ⅳ）赤い羽根自動販売機の設置及び実績 

大牟田市支会の特徴的な取組みの一つである飲料水の売り上げの一部が寄付される

「赤い羽根自動販売機」を、市内に５９台設置している。 

区 分 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 R５年度 

設置数（台） 49 49 58 58 ５９ 

募金額（円） 863,588 640,089 806,577 943,258 884,005 

※今年度は、１台が撤去され、２台が新規設置となった。 
  

（ⅴ）ふるさと赤い羽根募金（インターネット募金）の実績 

件  数 募 金 額 

2２件 3５,５00 円 
   

（ⅵ）街頭募金の支援 

【赤い羽根共同募金（運動期間：１０月１日～１２月３１日）】 

実施日 実施場所 実施団体名 
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１０月１０日 銀座通り商店街 中友校区民生委員・児童委員協議会、中友小子ども民生委員 

１０月１３日 マルショク吉野店 吉野校区社会福祉協議会 

１０月１５日 ゆめタウン 大牟田中央校区まちづくり協議会 
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ゆめタウン 
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１２月 ３日 メルクス大牟田 天の原校区社会福祉協議会 

１２月 ５日 ゆめタウン 白川校区まちづくり協議会福祉部会、白川小ジュニア民生委員 

１２月１０日 ラ・ムー羽山台店 羽山台校区まちづくり協議会 

 

【歳末たすけあい募金（運動期間：１２月１日～１２月３１日）】 
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QR コード 
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（ⅶ）災害義援金の受付（令和５年度受付分） 

  ※「令和６年能登半島地震災害」については、街頭募金やイベント募金などによる義援金が短期間で多く

寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

❷赤い羽根共同募金からの助成 

各学校・団体からの令和６年度事業配分助成金申請を共同募金配分委員会で審査し、理事

会・評議員会の承認を受けた。 

令和６年度配分は、福祉教育推進校へ６１９,９００円、福祉団体等へ１,１７２,１００円、１９校

区社協活動費や地域福祉事業費へ６,０８８,０００円、総額７,８８０,０００円となった。 

（ⅰ）福祉教育推進校への助成 （１２校） 

№ 学 校 名 事 業 名 助成額 

1 駛馬小学校 地域との連携による福祉の心を育む活動 41,300 円 

2 玉川小学校 
体験からの学び「自然・ひと・もの・こと」を 

大切にする教育の推進 
48,600 円 

3 中友小学校 中友校区ハッピータウンプロジェクト 63,200 円 

4 白川小学校 ジュニア民生委員・児童委員活動 48,600 円 

5 平原小学校 
児童への福祉教育～視覚・聴覚障がい者及び 

高齢者との交流～ 
38,900 円 

6 羽山台小学校 
障がいのある方・高齢者との交流を通した 

福祉の心を育む教育 
38,900 円 

7 倉永小学校 
地域と学校が協働し住みよいまちづくりへの 

参画意識と実行力を身につけた子どもの育成 
60,300 円 

8 手鎌小学校 ESD 推進事業～地域遺産学習及び食育を中心に～ 35,000 円 

9 橘中学校 
総合学習の中で、防災・減災学習、高齢者疑似体験、 

環境美化活動等を行う 
34,000 円 

10 宮原中学校 宮原中学校 HAPPY プロジェクト 84,700 円 

11 
明光学園中学校・  
高等学校 

地域の方と女子中高生とのスマイル交流活動 97,300 円 

１２ 三池工業高等学校 三池工業高等学校清掃ボランティア活動 29,100 円 

計 619,900 円 

 

受付期間 名   称 義援金額 件 数 

R5.5.10～R5.9.29 令和５年５月能登地方地震災害 １,５３４円 １件 

R5.7.15～R5.9.19 令和５年７月九州北部豪雨災害佐賀県 １,８２１円 １件 

R5.7.18～R6.3.29 福岡県令和５年７月豪雨災害 ７,９７９円 ３件 

R5.7.19～R6.3.29 令和５年６・７月大雨災害（全域） １１,９６３円 ３件 

R6. 1. 5～ 令和６年能登半島地震災害※ ９０３,７６１円 ２７件 

合   計 ９２７,０５８円 ３５件 

ゆめタウンでの街頭募金 
（大牟田市学生消防団） 

JR 大牟田駅での街頭募金 
（ボラ連・市社協・共同募金会合同） 
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（ⅱ）福祉団体等への助成 （１２団体） 

№ 団 体 名 事 業 名 助成額 

1 
大牟田市 

ボランティア連絡協議会 
防災運動会 58,300 円 

2 大牟田朗読の会           
朗読・録音図書作成の 

スキルアップのための研修会 
48,600 円 

3 大牟田要約筆記の会 のぞみ 聴覚障がい者との交流会 48,600 円 

4 大牟田市老人クラブ連合会 
介護予防推進事業 
（教養文化事業・グラウンドゴルフ大会） 

218,900 円 

5 
ＮＰＯ法人 

大牟田市母子寡婦福祉会 
ひとり親家庭のふれあい事業と 

福岡県母子寡婦福祉大会への参加 
97,300 円 

6 
NPO 法人 

大牟田市障害者協議会 
ふれあいパラリンピック＆ 

サン・アビまつり（仮称） 
97,300 円 

7 NPO 法人ともしび会 精神障がい者等の社会参加促進事業 51,900 円 

8 
NPO 法人 

大牟田知的障害者育成会 
障がい者施設見学研修 186,500 円 

9 大牟田市視力障害者福祉協会 
福岡県盲人福祉大会への参加と 

視力障がい者徒歩訓練 
126,400 円 

10 
おおむた認知症カフェ 

連絡協議会 
認知症や障害があっても安心して暮らせる

地域づくりを目指すための啓発活動 
92,400 円 

11 大牟田手話の会「ありあけ」 
大牟田手話の会「ありあけ」 

創立５０周年記念行事 
48,600 円 

１２ 
大牟田学校に行かない子を 

持つ親の会 「ふきのとう」 
不登校・ひきこもり当事者や 

その家族の居場所づくり 
97,300 円 

計 1,172,100 円 

 

（ⅲ）令和６年度事業配分助成金総額 

 

❸歳末たすけあい募金からの助成 

令和５年度の実績額である２,５４５,３０３円については、令和６年度の事業活動費として助

成される。内訳については下記のとおりである。 

助  成  先  助 成 額 

年末年始校区交流行事等地域福祉活動費(１９校区) 1,679,660 円  

生活困窮者対策（食料品・日用品等）支援 200,000 円  

子ども・地域食堂支援事業 290,000 円  

地域福祉事業費（サロン活動・災害ボランティア設置運営訓練等） 375,643 円  

合 計 2,545,303 円  

 

 

 

 

助  成  先 助 成 額 

福祉教育推進校（１２校） 619,900 円  

福祉団体・ボランティア団体・NPO 法人等（１２団体） 1,172,100 円  

１９校区社会福祉協議会活動費 5,122,000 円  

大牟田市社会福祉協議会（地域福祉事業費） 966,000 円  

合 計 7,880,000 円  
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（１）社会福祉協議会基盤強化 

 ①理事・評議員研修の充実 

今年度は、役員改選期にあたり、代表理事を含めた理事２名と評議員３名の交代があった

が、令和４年度就任の役員・評議員を含めた９名を対象に、「新任役員・評議員研修」を実施し

た。研修では、本会の社会的使命や事業概要、「第４次地域福祉実践計画」における基本目

標・重点施策等について説明した。 

 

②事務局体制の強化 

将来的に安定した社協運営を継続していくために、引き続

き、役職者の権限や責任を明確化するとともに、課を横断する

プロジェクトを立上げるなど、事務局機能の強化を図った。 

また、新型コロナが５類へ移行したため、従来の形式で職員

全体研修や担当別の研修を再開し、社協職員のスキルアップに

つなげた。 
 

■全体研修 

 

■総合生活支援課 

開催日 テーマ 講  師 参加者 

５月２６日 
対人援助技術  
信頼関係を築くスキル① 

DVD 視聴・意見交換 
９名 

１０月２０日 
対人援助技術  
信頼関係を築くスキル② ９名 

１０月３１日 教育支援資金について 福岡県社協（配信動画） ７名 

３月２２日 精神疾患を抱える人への対応 
訪問看護ステーションメンタップ 

代表取締役 管理者看護師 
 野中 信二郎さん 

１１名 

 

 

 

開催日 テーマ 講  師 参加者 

6月 3日 社協が災害支援に取り組む意義 
にいがた災害ボランティアネットワーク 

理事長 李 仁鉄さん 
31名 

8月23日 民生委員・児童委員活動について 
大牟田市民生委員・児童委員協議会 

内田 伸哉さん  奥薗 睦子さん 
53名 

9月 4日 
9月 5日 

認知症サポーター養成講座 
大牟田市認知症地域支援推進員 

浦 幸寛さん 
延71名 

10月25日 身近な人権問題 
大牟田市教育委員会 人権・同和教育課 

地域活動指導員 本田 敏彦さん 
58名 

11月20日 
～11月29日 

安全運転講習 
ドライビングシュミレーターにて 
各自の運転技術の評価を実施 

延67名 

12月18日 心のケア 

一般社団法人 
コミュニティ・カウンセラー・ 

ネットワーク 
代表理事 田中 純さん 

56名 

2月21日 救急救命講習 
大牟田市消防本部  

明治出張所 職員3名 
30名 

地域福祉の推進役を果たすために 

社会福祉協議会の基盤を強化します 

職員全体研修 
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■福祉サービス課 

   

③行政とのパートナーシップの強化 

大牟田市保健福祉部福祉課との毎月の定例会に加え、今年度からは２ヵ月に１回程度の頻

度で子ども未来室と、情報共有のための意見交換会を実施した。「重層的支援体制整備事業」

では、行政とのパートナーシップのもと連携・協働し、既存の相談支援の取組みを活かしなが

ら、複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築し、「相談支援」「参

加支援」「地域づくりに向けた支援」を一体的に実施した。 
  

  ❶相談支援 

・大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議  

・大牟田市権利擁護連絡会             

・大牟田市地域包括支援センターとの連携     

・大牟田市子ども支援ネットワーク会議     
  

 ❷参加支援 

・大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会（生活困窮者レスキュー事業） 

   ・認知症 SOS ネットワーク 
  

❸地域づくりに向けた支援 

・玉川校区移動手段検討会議への参画  ・生活支援コーディネーターとの連携 

・子ども・地域食堂への支援   
   

④企業・団体等とのネットワークの強化 

企業や団体等の社会貢献活動が少しずつ増えてきており、今年度は地元企業や団体から

多くの寄付金や物品（食料品等）の寄贈があった。中でも、本会が国立有明工業高等専門学

校へ呼びかけ製作した「床下模型」は、学生との協働により行うことができるなど、多くの企

業や団体、学校等との連携を強化することができた。 

こういった地域貢献活動に取り組んでいる企業や団体を全戸配布の広報紙で紹介するこ

とで、今後も企業の CSR 活動※の広がりを支援していく。 

 

 

開催日 テーマ 講  師 参加者 

４月１９日 社会福祉協議会の事業概要について 社協職員 １６名 

５月１７日 プライバシー保護について   社協職員 ２５名 

６月２１日 口腔ケアについて 日本訪問歯科協会 ２８名 

７月１９日 倫理及び法令遵守について 社協職員 ２３名 

８月２３日 介護報酬等について 社協職員 ３２名 

９月２０日 認知症について 大牟田市認知症地域支援推進員 ２０名 

１０月１８日 虐待防止について 中央地区地域包括支援センター ２６名 

１１月１５日 感染症について 社協職員 ２０名 

１２月１３日 BCP（業務継続計画）について 社協職員 ２８名 

１月３１日 接遇について 社協職員 １９名 

２月２８日 介護報酬改定について 社協職員 ３２名 

３月１３日 排泄ケアについて 大牟田市福祉課コンチネンスアドバイザー ２１名 

※CSR 活動とは、企業が、収益を求めるだけではない、環境活動、ボランティア、寄付活動な
どの、企業としての社会貢献活動のこと 

・大牟田市就労支援ネットワーク会議 

・大牟田市障害者協議会  

・よろず相談との連携 

・大牟田市子ども・子育て会議 
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■福祉サービス課 

   

③行政とのパートナーシップの強化 

大牟田市保健福祉部福祉課との毎月の定例会に加え、今年度からは２ヵ月に１回程度の頻

度で子ども未来室と、情報共有のための意見交換会を実施した。「重層的支援体制整備事業」
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・大牟田市権利擁護連絡会             

・大牟田市地域包括支援センターとの連携     

・大牟田市子ども支援ネットワーク会議     
  

 ❷参加支援 

・大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会（生活困窮者レスキュー事業） 
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校へ呼びかけ製作した「床下模型」は、学生との協働により行うことができるなど、多くの企

業や団体、学校等との連携を強化することができた。 

こういった地域貢献活動に取り組んでいる企業や団体を全戸配布の広報紙で紹介するこ

とで、今後も企業の CSR 活動※の広がりを支援していく。 

 

 

開催日 テーマ 講  師 参加者 

４月１９日 社会福祉協議会の事業概要について 社協職員 １６名 

５月１７日 プライバシー保護について   社協職員 ２５名 

６月２１日 口腔ケアについて 日本訪問歯科協会 ２８名 

７月１９日 倫理及び法令遵守について 社協職員 ２３名 

８月２３日 介護報酬等について 社協職員 ３２名 

９月２０日 認知症について 大牟田市認知症地域支援推進員 ２０名 

１０月１８日 虐待防止について 中央地区地域包括支援センター ２６名 

１１月１５日 感染症について 社協職員 ２０名 

１２月１３日 BCP（業務継続計画）について 社協職員 ２８名 

１月３１日 接遇について 社協職員 １９名 

２月２８日 介護報酬改定について 社協職員 ３２名 

３月１３日 排泄ケアについて 大牟田市福祉課コンチネンスアドバイザー ２１名 

※CSR 活動とは、企業が、収益を求めるだけではない、環境活動、ボランティア、寄付活動な
どの、企業としての社会貢献活動のこと 

・大牟田市就労支援ネットワーク会議 

・大牟田市障害者協議会  

・よろず相談との連携 

・大牟田市子ども・子育て会議 
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⑤財政の健全化 

財政の健全化は、公共性、非営利性の高い社会福祉法人として、至上命題であり、かつ市

民に対して経営の透明性を確保していく責務があり、コンプライアンスを遵守する必要があ

ることから、引き続き会計士・税理士・弁護士・社会保険労務士と顧問契約を結び、法人経営

のガバナンス※の強化に努めた。 

 

 
 
❶大牟田善意銀行の預託状況 

【寄付金等預託状況】 

  
❷賛助会員加入状況 

【賛助会員数等の推移】  

  

 

⑥広報の強化 

❶広報紙「きらり」の発行（全世帯配布：年４回）   

全戸配布の社協だより「きらり」を年４回（４月・７月・１０月・１月）発行し、本会の事業等の活

動報告や制度の周知啓発を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

❷事務局通信「きらり」の発行  

賛助会員等を対象に、社協事務局通信「きらり」を毎月１回発行し、本会の活動報告をはじ

め、様々な情報提供を行った。年４回発行している社協だより「きらり」を補うようなタイム

リーな情報を発信し、ホームページに掲載している。加えて、公共機関をはじめ、大牟田信

用金庫の各支店にも配布している。 

 
  

区 分 R３年度 R４年度 R５年度 

一般寄付金 
２１５件 ２２２件 １８４件 

7,791,９１３円 23,265,３３６円 8,833,７２９円 

物品寄贈件数 ４５件 ４１件 ４８件 

区 分 R３年度 R４年度 R５年度 

個人会員数 ３８１名 37４名 ３６８名 

企業・団体会員数 ３８件 ６５件 ５５件 

総 額 713,０００円 9８２,０００円 881,０００円 

※ガバナンスとは、組織での不正や不祥事を防ぎ、企業経営において公正な判断・運営がな
されるように監視・統制する仕組みのこと 
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❸SNS を活用した情報提供の強化 

本会及びくぬぎ保育所のホームページにて、本会の事業や情報を広く発信した。 

また、生活支援相談室においては、フェイスブックを活用し、随時情報提供を行った。今年

度は、災害ボランティアセンター設置運営訓練で、「ICT 研修」を活用した取り組みを実施

し、普及啓発を図った。 ※詳細については、P３４参照。 

また、生活困窮者の中には、不登校やひきこもり等、対面での相談が困難なケースも多く

あり、信頼関係を築くまで、SNS を活用した方がスムーズな相談対応ができるため、

Facebook（フェイスブック）、X（旧ツイッター）、LINE（ライン）等を「コミュニケーション

ツール」として活用した。 

 【ホームページやフェイスブック】 

 

 

 

 

 

 
   

⑦総合福祉センターの運営 

❶総合福祉センター利用状況 

 
❷施設整備 

経年劣化による不具合や老朽化により施設の一部改修を行った。また、災害に備え災害資

機材を備蓄するストックヤードをセンター敷地内に新たに設置したことに伴い、駐車場の

整備も併せて行い、来館者の安全及び利便性の向上に配慮した。 

（ⅰ）１階正面玄関西側外壁天井崩落補修及び防水処理工事 

（ⅱ）非常用放送設備及び自動火災報知設備の取替工事 

（ⅲ）災害資機材用ストックヤード新設工事 

（ⅳ）倉庫解体工事及び西側電灯撤去工事 

（ⅴ）駐車場整備工事（駐車台数９台増） 

（ⅵ）西側及び北側 LED 電灯設置工事 

 

❸総合消防訓練 

今年度は、福祉団体（老人クラブ連合会・母子寡婦福祉会等）を交え、センター利用者を安

全に避難誘導することを想定した避難誘導訓練を２回実施した。併せて、１回目の９月には、

水消火器を使った消火訓練、２回目の２月には、新たに設置した非常用放送設備及び自動

火災報知設備の使用方法をマニュアル化し、全職員が対応できるように操作訓練をそれぞ

れ実施した。 

区 分 R３年度 前年比 R４年度 前年比 R５年度 前年比 

➀会場使用料収入(円)  1,665,345 104.6% 806,494 48.4% 659,853 81.8％ 

②賃貸料収入（円） 6,906,259 116.5% 7,814,344 113.1% 6,581,492 84.2％ 

③手数料収入（円） 411,901 89.2% 462,725 112.3% 369,443 79.8％ 
利用収入 計（円） 

➀+➁+➂ 8,983,505 112.5% 9,083,563 101.1% 7,610,78８ 83.８％ 

http://www.omshakyo-kizuna.com/

くぬぎ保育所ホームページ

http://www.omshakyo-kizuna.com/kunugi/ 

生活支援相談室フェイスブック 

社協ホームページ

倉庫解体後の駐車場整備 
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❸SNS を活用した情報提供の強化 

本会及びくぬぎ保育所のホームページにて、本会の事業や情報を広く発信した。 

また、生活支援相談室においては、フェイスブックを活用し、随時情報提供を行った。今年

度は、災害ボランティアセンター設置運営訓練で、「ICT 研修」を活用した取り組みを実施

し、普及啓発を図った。 ※詳細については、P３４参照。 

また、生活困窮者の中には、不登校やひきこもり等、対面での相談が困難なケースも多く

あり、信頼関係を築くまで、SNS を活用した方がスムーズな相談対応ができるため、

Facebook（フェイスブック）、X（旧ツイッター）、LINE（ライン）等を「コミュニケーション

ツール」として活用した。 

 【ホームページやフェイスブック】 

 

 

 

 

 

 
   

⑦総合福祉センターの運営 

❶総合福祉センター利用状況 

 
❷施設整備 

経年劣化による不具合や老朽化により施設の一部改修を行った。また、災害に備え災害資

機材を備蓄するストックヤードをセンター敷地内に新たに設置したことに伴い、駐車場の

整備も併せて行い、来館者の安全及び利便性の向上に配慮した。 

（ⅰ）１階正面玄関西側外壁天井崩落補修及び防水処理工事 

（ⅱ）非常用放送設備及び自動火災報知設備の取替工事 

（ⅲ）災害資機材用ストックヤード新設工事 

（ⅳ）倉庫解体工事及び西側電灯撤去工事 

（ⅴ）駐車場整備工事（駐車台数９台増） 

（ⅵ）西側及び北側 LED 電灯設置工事 

 

❸総合消防訓練 

今年度は、福祉団体（老人クラブ連合会・母子寡婦福祉会等）を交え、センター利用者を安

全に避難誘導することを想定した避難誘導訓練を２回実施した。併せて、１回目の９月には、

水消火器を使った消火訓練、２回目の２月には、新たに設置した非常用放送設備及び自動

火災報知設備の使用方法をマニュアル化し、全職員が対応できるように操作訓練をそれぞ

れ実施した。 

区 分 R３年度 前年比 R４年度 前年比 R５年度 前年比 

➀会場使用料収入(円)  1,665,345 104.6% 806,494 48.4% 659,853 81.8％ 

②賃貸料収入（円） 6,906,259 116.5% 7,814,344 113.1% 6,581,492 84.2％ 

③手数料収入（円） 411,901 89.2% 462,725 112.3% 369,443 79.8％ 
利用収入 計（円） 

➀+➁+➂ 8,983,505 112.5% 9,083,563 101.1% 7,610,78８ 83.８％ 

http://www.omshakyo-kizuna.com/

くぬぎ保育所ホームページ
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（１） 理事会開催状況 

会議名 開催日 内 容 

第１回理事会 ６月 ６日 

・議案第 １号…令和４年度 事業報告について 

・議案第 ２号…令和４年度 資金収支決算について 

        令和４年度 社会福祉充実残額 

        令和４年度 監査報告 

・議案第 ３号…理事候補者の推薦について 

・議案第 ４号…監事候補者の推薦について 

・議案第 ５号…経理規程の一部改正（案）について 

・議案第 ６号…歴木保育所 運営規程の一部改正（案）について 

・議案第 ７号…第１回評議員会の開催（案）について 

第２回理事会 

（みなし） 
６月２０日 ・議案第 ８号…理事候補者の推薦について 

第３回理事会 ６月２８日 

・議案第 ９号…会長の選定について 

・議案第１０号…副会長の選定について 

・議案第１１号…常務理事の選定について 

・議案第１２号…顧問の委嘱について 

・議案第１３号…理事業務担当制部会 委員の選出（案）について 

・議案第１４号…評議員候補者の推薦について 

第４回理事会 １０月３０日 

・議案第１５号…令和５年度 補正予算（案）について 

・議案第１６号…学童保育所・クラブ運営の経過と 

考え方及び方向性について 

・議案第１７号…育児・介護休業に関する規程の一部見直し（案）について 

・議案第１８号…第２回評議員会の開催（案）について 

第５回理事会 ２月１５日 

・議案第１９号…令和５年度 補正予算（案）について 

・議案第２０号…電子取引データの保存及び訂正、削除の防止に関する 

事務処理規程の制定について 

・議案第２１号…第３回及び第４回評議員会の開催（案）について 

第６回理事会 ３月１５日 

・議案第２２号…令和６年度 事業計画（案）について 

・議案第２３号…令和６年度 資金収支予算（案）について 

・議案第２４号…令和５年度 補正予算（案）について 

・議案第２５号…役員等賠償責任保険契約について 

 

 

（２） 評議員会開催状況 
 

 

会議名 開催日 内 容 

第１回評議員会 ６月２８日 

・議案第 １号…令和４年度 事業報告について 

・議案第 ２号…令和４年度 資金収支決算について 

        令和４年度 社会福祉充実残額 

        令和４年度 監査報告 

・議案第 ３号…理事の選任について 

・議案第 ４号…監事の選任について 

第２回評議員会 １１月２１日 ・議案第 ５号…令和５年度 補正予算（案）について 

第３回評議員会 ３月 ５日 ・議案第 ６号…令和５年度 補正予算（案）について 

第４回評議員会 ３月２７日 

・議案第 ７号…令和６年度 事業計画（案）について 

・議案第 ８号…令和６年度 資金収支予算（案）について 

・議案第 ９号…令和５年度 補正予算（案）について 

令和５年度 各種会議・各種委員会報告 
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（３） 各部会・委員会開催状況 

会議名 開催日 内 容 

第１回三役会・ 

第１回総務部会 

（合同会議） 

５月２９日 

・令和４年度 事業報告について 

・令和４年度 資金収支決算について 

         社会福祉充実残額 

         監査報告 

・理事候補者の推薦について 

・監事候補者の推薦について 

・経理規程の一部改正（案）について 

・歴木保育所 運営規定の一部改正（案）について 

・第１回評議員会の開催（案）について 

第１回評議員 

選任・解任委員会 
７月１１日 ・評議員の選任について 

第２回三役会・ 

第２回総務部会 

（合同会議） 

９月２８日 

・総合福祉センター維持補修工事について 

・令和５年度 法人運営費経理区分補正予算（案）について 

・学童保育所・クラブ運営についての考え方と選択肢について 

・歴木保育所垂直避難所について 

・介護予防・相談センター運営について 

・第４次大牟田市地域福祉実践計画の進捗状況・評価について 

表彰審査委員会 １０月１９日 ・令和５年度 大牟田市社会福祉協議会表彰審査 

第３回三役会・ 

第３回総務部会 

（合同会議） 

３月１２日 

・令和６年度 事業計画（案）について 

・令和６年度 資金収支予算（案）について 

・令和５年度 補正予算（案）について 

・役員等賠償責任保険契約について 
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【理事】

【評議員】 

 

 

選 出 区 分 役職名 氏 名 備   考 

学 識 経 験 者 会 長 大 塚 力 久 R５.６.２８就任 

〃 〃 川 滿 佳 代 子 R５.６.２８任期満了 

校区社協代表 副 会 長 萬  矢  勝  保  

民生委員・児童委員代表 〃 西 山  明  

学 識 経 験 者 常務理事 大 迫 孝 博  

校区コミュニティ連協代表 理   事 金 子 英 彦  

社会福祉事業施設代表 〃 井 田  謙  

福祉団体代表 〃 大 場 和 正  

ボランティア団体代表 〃 杉 野 有 美 子  

社会福祉関係公務員代表 〃 中 村 珠 美 Ｒ６.３.３１辞任 

市 議 会 代 表 〃 大 野 哲 也 R５.６.２８就任 

〃 〃 桑 原  誠 R５.６.１１辞任 

学 識 経 験 者 〃 中 村 秀 一  

〃 監   事 猿 渡 保 生  

〃 〃 内 田 伸 哉  

 

選 出 区 分 役職名 氏 名 備  考

校区社協代表 評 議 員 三 浦 紀 子  

〃 〃 水 田  加 納  

〃 〃 前 原  稔  

〃 〃 相 川  浩 一  

〃 〃 細 井  し げ 代  

〃 〃 古 賀  和 信  

民生委員・児童委員代表 〃 德 永 京 子  

〃 〃 森  良 子  

校区コミュニティ連協代表 〃 松 村 重 光 R５.７.１１就任 

〃 〃 作 本 邦 博 R５.５.２４辞任 

ボランティア団体代表 〃 田 中 百 合 子  

NPO 法人代表 〃 平 田 聖 子  

社会福祉事業施設代表 〃 緒 方 荘 二 郎  

〃 〃 壬 生  太  

福祉団体代表 〃 荒  木  陽  子  

〃 〃 西 河 マ ス 子  

〃 〃 松 尾 サ ダ 子  

社会福祉関係公務員代表 〃 坂 井 尚 徳 Ｒ６.３.３１辞任 

市 議 会 代 表 〃 奥 村 橋 倫 R５.７.１１就任 

〃 〃 平  嶋  慶  二 R５.５.１辞任 

学 識 経 験 者 〃 池 端 祥 久  

〃 〃 富 安 信 夫  

〃 〃 関  誠  

〃 〃 奥 薗 征 裕  

〃 〃 井 上 信 弘 Ｒ５.７.１１就任 

〃 〃 大 塚 力 久 Ｒ５.６.６辞任 

元大牟田市社会福祉協議会 会長

役職名 氏 名 備  考

顧   問 西 村 　 直  

令和５年度 役員、評議員等 名簿
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